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؀
ڥ
省
、௿
୸
ૉ
ܕ
̙
ト
ラ
ッ
ク
ී
ٴ
事
業

三
૊
৫
が
７
年
度
通
常
૯
会
を
開
催

東
ト
協
૯
会
・
࠙
਌
会
、来
ෂ
あ
い
さ
つ

཮
災
๷
東
京
都
支
部
会
、７
年
度
通
常
૯
会

品
川
・
大
田
支
部
、̚
㏯ラ
ー
ニ
ン
グ
説
明
会

̏̐̑̒̓

会
һ
の
օ
༷
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
ࠒ
よ
り
協
会
の

事
業
運
営
の
各
ൠ
に
わ
た
っ

て
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
重
ね
て
ޚ
礼
ਃ

し
上
͛
ま
す
。

さ
て
、
い
わ
ゆ
る「
物
流

の
２
０
２
４
年
問
題
」
と
し

て
大
き
く
取
り
上
͛
ら
れ
ま

し
た
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό

ー
の
時
間
外
࿑
ಇ
を
年
間
９

６
０
時
間
ま
で
と
す
る
േ
ଇ

付
き
の
上
限
ن
制
が
適
用
さ

れ
て
か
ら
、
１
年
Ҏ
上
が
ܦ

過
し
ま
し
た
。

国
ຽ
生
活
と
産
業
活
動
を

支
え
る
物
流
が
ఀ
଺
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
੓
෎
ओ
導

く
な
る
、
ಧ
か
な
く
な
る
、

と
い
う
最
ѱ
の
事
態
は
何
と

か
回
ආ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

し
か
し
、「
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
」
は
、
ܾ
し
て

ऴ
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ް
生

࿑
ಇ
省
に
よ
る

と
、
ࡢ
年
１
年

間
に
生
ま
れ
た

日
本
人
の
子
ど

も
の
数
は
約
ýÿ
ສ
６
０
０
０

人
で
、
౷
計
を
取
り
࢝
め
て

Ҏ
߱
、
初
め
て
þ0
ສ
人
を
下

回
り
、
ࡢ
年
の
合
計
特
घ
出

生
཰
も
１
・
15
と
最
௿
を
記

録
す
る
な
ど
、
少
子
化
が
急

଎
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
国
ຽ
の
５

人
に
１
人
が
þ5
ࡀ
Ҏ
上
の
後

期
ߴ
ྸ
者
と
な
り
、
わ
が
国

の
࿑
ಇ
力
人
ޱ
は
ݮ
少
の
一

్
を
た
ど
り
ま
す
。
人
ࡐ
の

֫
ಘ
ڝ
૪
が
こ
れ
ま
で
Ҏ
上

に
ܹ
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
す
で
に
現
時
点
で
ਂ
ࠁ

な
࿑
ಇ
力
不
足
に
直
໘
し
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

ޏ
用
問
題
は
、
こ
れ
か
ら
さ

ら
に
ݫ
し
い
局
໘
を
ܴ
え
ま

す
。特

定
ٕ
能
外
国
人
の
受
け

入
れ
や
、
ト
ラ
ッ
ク
の
自
動

運
転
の
実
用
化
な
ど
、
新
た

な
࿑
ಇ
力
の
確
保
や
ٕ
ज़
ֵ

新
に
よ
る
省
人
化
が
期
଴
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
定
着
や
導

入
に
は
一
定
の
時
間
を
要
す

る
と
見
ࠐ
ま
れ
る
た
め
、
౰

໘
の
間
は
こ

れ
ま
で
と
同

༷
に
、
現
役

の
日
本
人
ド

ラ
イ
ό
ー
が

わ
が
国
の
物
流
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
は
、

ド
ラ
イ
ό
ー
が
い
な
け
れ
ば

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
が
人
々
の
暮
ら
し
と

ا
業
の
活
動
を
支
え
る
、
安

で
多
く
の
対
策
が
ߨ

じ
ら
れ
た
こ
と
に

加
え
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
が
ド
ラ
イ

ό
ー
の
࿑
ಇ
時
間
の

管
ཧ
を
ప
ఈ
し
た
た

め
、
Ϟ
ϊ
が
運
べ
な

๯
頭
、
૯
会
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
ਫ
野

会
長
は
、
東
ト
協
す

べ
て
の
会
һ
が
一
ؙ

と
な
り
、「
ド
ラ
イ

ό
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」

を
合
ݴ
༿
に
、
あ
ら

ゆ
る
手
ஈ
を
ۦ
࢖

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
じ
て
、
ド
ラ

イ
ό
ー
の
賃
上
͛
と

事
業
ܧ
続
に
ඞ
要
な

運
賃
・
料
金
を
確
実

に
収
受
で
き
る
取
引

؀
ڥ
の
確
立
を
目
指

す
と
し
た（
ཁ
໿
͸

ผ
ܝ
）。

ਫ
野
会
長
は
あ
い

さ
つ
の
最
後
に
、「
先
日
可

ܾ
・
成
立
し
た
改
正
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
に
つ
い

て
、
許
可
の
更
新
制
度
の
導

入
と
適
正
原
価
が
ఏ
示
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
新
法
が
ࢪ

行
さ
れ
る
ま
で
、
少
な
く
と

も
３
年
程
度
は
要
す
る
」
と

説
明
し
、「
そ
の
間
、こ
れ
ま

で
の
ඪ
準
的
運
賃
は
い
き
る

の
で
、
ͥ
ͻ
荷
ओ
の
方
々
と

の
交
ব
に
は
そ
の
こ
と
を
念

頭
に
、
交
ব
を
ܧ
続
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
ݴ
ٴ
し
た
。

さ
ら
に
、
೩
料
問
題
に
つ

い
て
、
原
油
価
֨
の
ߴ
ࢭ
ま

り
が
続
い
て
い
る
状
گ
を
踏

ま
え
、「
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
、
東
ト
協
で
は
今
ま
で

と
同
༷
に
コ
ス
ト
を
ٵ
収
す

る
の
で
は
な
く
、
೩
料
サ
ー

チ
Ỿ
ー
ジ
制
を
導
入
し
、
適

正
に
価
֨
転
Շ
し
て
い
く
方

針
で
進
め
て
い
き
た
い
。
ͥ

ͻ
と
も
օ
༷
と
力
を
合
わ
せ

て
、
こ
の
制
度
が
広
く
行
き

を
行
い
、
持
続
的
な
物
流
の

ҡ
持
に
ඞ
要
不
可
ܽ
な
ඪ
準

的
運
賃
が
収
受
で
き
る
取
引

؀
ڥ
を
確
保
す
る
。

関
東
運
輸
局（
౻

田
礼
子
局
長
）と
関

東
ܦ
ࡁ
産
業
局（
ࠤ

合
達
໼
局
長
）は
６

月
６
日
、
ओ
්
連
合

会（
河
ଜ
真
ل
子
会

長
）に
対
し
、
連
名

で
文
書「
持
続
可
能

な
物
流
の
確
保
に
向

け
た
消
අ
者
の
行
動

変
容
に
つ
い
て
」
を

発
出
し
、
会
һ
に
प

知
す
る
よ
う
協
力
ґ

渡
る
よ
う
に
౒
め
て
い
き
た

い
」と
ड़
べ
た
。

ٞ
事
で
は
、６
年
度
収
支

ܾ
ࢉ
を
は
じ
め
各
ٞ
案
を
৹

ٞ
し
、原
案
通
り
ঝ
ೝ
し
た
。

役
һ
の
બ
೚
は
、
ࣙ
೚
に

൐
い
ܽ
һ
と
な
っ
て
い
る
ཧ

事
を
ิ
ॆ
બ
೚
す
る
も
の

で
、
ߴ
ڮ
ӹ
Ӵ
）ࢯ
η
イ
シ

ョ
ウ
・
目
ࠇ
支
部
）を
ཧ
事

に
બ
೚
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ใ
告
事
߲
と

し
て
、６
年
度
事
業
ใ
告
と

７
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

ࢉ
な
ど
を
ใ
告
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

会
һ
数
が
年
々
ݮ
少
し
、
東

京
都
か
ら
交
付
さ
れ
る
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
も
６

年
度
を
大
き
く
割
り
ࠐ
む
こ

と
か
ら
、
ݫ
し
い
財
੓
状
گ

を
踏
ま
え
、
બ
୒
と
集
中
を

テ
ー
マ
に
予
ࢉ
を
ฤ
成
。
ط

ଘ
事
業
の
さ
ら
な
る
ޮ
཰
化

を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
ݯ
を

ۦ
࢖
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
ό
ー
の
定
期
݈
߁
਍
அ
受

਍
අ
用
に
対
す
る
助
成
の
正

式
֦
ॆ
や
̚
㏯ラ
ー
ニ
ン
グ

の
導
入
に
向
け
た
新
た
な
助

成
事
業
の
確
立
な
ど
、
会
һ

が
真
に
ඞ
要
と
す
る
事
業
を

重
点
的
に
実
ࢪ
す
る
。

さ
ら
に
、
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
物
流
改
正
法
の
４
月
１

日
ࢪ
行
に
൐
い
、
実
運
送
体

制
管
ཧ
฽
の
作
成
や
運
送
約

׺
క
݁
時
の
書
໘
交
付
ٛ
຿

付
け
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

な
お
、
૯
会
と
そ
の
後
の

࠙
਌
会
に
は
、
関
܎
行
੓
の

来
ෂ
各
ࢯ
が
出
੮
し
、
ॕ
ࣙ

を
ड़
べ
た（
̑
面
ܝ
ࡌ
）。

པ
し
た
。

౻
田
関
運
局
長
と
ࠤ
合
関

ܦ
局
長
が
同
日
、
ઍ
代
田
区

の
ओ
්
会
館
プ
ラ
β
Τ
フ

で
、
河
ଜ
会
長
に
要
੥
文
書

を
手
交
し
、
要
੥
し
た
も
の

（
ࣸ
ਅ
ử
ࠨ
͔
Β
Տ
ଜ
ձ
௕
ỏ

౻
ా
ہ
௕
ỏࠤ
߹
ہ
௕
）。

要
੥
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
は
、
担
い
手
不
足
が

ਂ
ࠁ
化
す
る
な
ど
、
࿑
ಇ
؀

ڥ
の
改
ળ
を
通
じ
た
担
い
手

の
確
保
が
٤
ۓ
の
՝
題
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
対
策
と
し

て
、
ࡢ
年
４
月
か
ら
物
流
産

業
を
ັ
力
あ
る
৬
場
と
す
る

た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό

ー
に
時
間
外
࿑
ಇ
の
上
限
ن

制
お
よ
ͼ
改
正
改
ળ
基
準
告

示
が
適
用
さ
れ
た
一
方
、
何

全
で
信
པ
で
き
る
輸
送
手
ஈ

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

物
流
の
ୈ
一
ઢ
で
ಇ
く
ド
ラ

イ
ό
ー
の
賃
金
の
ఈ
上
͛
を

実
現
し
、
社
会
的
地
位
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
急
຿
で

す
。今

こ
そ
、
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
す
べ
て
の
会
һ
が

一
ؙ
と
な
っ
て
、「
ド
ラ
イ

ό
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
」
を
合
ݴ

༿
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
ஈ
を
ۦ

࢖
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
じ
て
、
ド
ラ
イ
ό
ー
の
賃

上
͛
と
事
業
ܧ
続
に
ඞ
要
な

運
賃
・
料
金
を
確
実
に
収
受

で
き
る
取
引
؀
ڥ
を
確
立
し

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

も
対
策
を
ߨ
じ
な
け
れ
ば
物

流
の
ఀ
଺
が
生
じ
か
ね
な
い

と
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題

に
直
໘
し
て
い
る
と
し
た
。

問
題
の
解
ܾ
に
向
け
て

は
、ň

物
流
の
ޮ
཰
化ŉň

商

׳
行
の
見
直
しŉň

荷
ओ
・

消
අ
者
の
行
動
変
容ŉ

な
ど

に
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

や
荷
ओ
ا
業
の
み
な
ら
ず
、

消
අ
者
も
含
め
た
サ
プ
ラ
イ

チ
ỻ
ー
ン
全
体
で
協
力
し
、

ܧ
続
的
に
取
り
૊
ん
で
い
く

ඞ
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

ࡢ
年
、
関
܎
法
ྩ
が
改
正

さ
れ
、
本
年
４
月
か
ら
一
部

ࢪ
行
と
な
り
、
ক
来
の
物
流

を
支
え
る
た
め
、
物
流
事
業

者
・
荷
ओ
ا
業
の
取
り
૊
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、

特
に
̗
UP
̘
の
ラ

ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
輸

送
に
お
い
て
は
、
消

අ
者
が
担
う
役
割
も

大
変
重
要
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
物
流
の

確
保
に
向
け
て
、
消

අ
者
一
人
ͻ
と
り
の

意
ࣝ
や
行
動
を
変
え

る
こ
と
で
、
物
流
に

か
か
る
ෛ
荷
を
ܰ
ݮ

す
る
こ
と
が
ඞ
要
と

し
て
い
る
。

事
業
者
に
新
た
に
՝
せ
ら
れ

る
ن
制
的
ા
置
を
会
һ
に
प

知
し
、
法
改
正
へ
の
確
実
な

対
応
を
図
る
。

加
え
て
、６
年
度
下
期
に

集
中
実
ࢪ
し
た
ඪ
準
的
運
賃

の
ಧ
出
ଅ
進
を
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
ό
ー
の
賃
上
͛
に
つ
な

͛
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

社
会
的
地
位
の
向
上
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
会
һ
が
荷
ओ

と
対
౳
の
立
場
で
運
賃
交
ব

こ
の
た
め
、
会
һ
へ
の
प

知
や
消
අ
者
ܒ
発
活
動
に
お

い
て
、
協
力
を
ٻ
め
た
。
各

߲
目
は
次
の
通
り
。

１

࠶
配
達
࡟
ݮ
に
向
け
て

の
ア
ク
シ
ョ
ン

ᶃ
時
間
ଳ
指
定
の
活
用

（
ゆ
と
り
あ
る
日
時
指
定
・

確
実
に
受
け
取
れ
る
日
時
指

定
）ᶄ

置
き
配
や
宅
配
ϩ
ッ
カ

ー
、
コ
ン
ビ
ニ
౳
の
対
໘
Ҏ

外
の
受
け
取
り
方
法
の
બ
୒

ᶅ
宅
配
事
業
者
が
ఏ
供
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル（
メ
ー
ル
・
ア
プ
リ
౳
）

の
活
用

２

送
料
ෛ
担
に
関
す
る
意

ࣝ
変
容

消
අ
者
側
も
配
送
に
は
コ

ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と

を
ཧ
解
す
る
と
と
も
に
、
配

送
ෛ
荷
の
࡟
ݮ
に
つ
い
て
も

意
ࣝ
す
る
こ
と

３

ߴ
଎
道
路
౳
の
̨
̖
ʗ

̥
̖
で
の
大
ܕ
車
ス
ペ
ー
ス

へ
の
配
慮

長
時
間
運
転
に
よ
る
事
ނ

๷
ࢭ
の
観
点
か
ら
、
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
ό
ー
が
確
実
に
ٳ

ܜ
時
間
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
大
ܕ
車
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
へ
の
マ
イ
カ
ー
駐
車
を
߇

え
る
こ
と

ਫ໺会௕

̒
೥
౓
ऩ
支
ܾ
ࢉ
な
Ͳ
ঝ
ೝ

υ
ϥ
Π
ό
ồ
ϑ
Ỹ
ồ
ε
τ
΁

運
賃
ɾ
ྉ
ۚ
の
֬
࣮
ͳ
ऩ
ड
Λ

ʢཁ໿ʣ

����೥໰୊΁のରԠΛܧଓ
業界の社会的地位向上の実現へਫ

໺
ձ
௕
૯
ձ
͋
͍
͞
ͭ

̓೥౓

௨
ৗ
૯
ձ

౦
τ
ڠ

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）は
６
月
16
日
、千
代

田
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
東
京
で
、令
和
７
年
度
通
常
総
会
を
開
催

し
、６
年
度
収
支
決
算
と
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告
書
を

審
議
・
承
認
す
る
と
と
も
に
、役
員
の
選
任（
補
充
選
任
）に
つ

い
て
審
議
・
承
認
し
た
。
水
野
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、標
準
的

運
賃
に
基
づ
い
た
荷
主
と
の
運
賃
・
料
金
交
渉
の
実
施
継
続
を

改
め
て
呼
び
か
け
た
。

࣋
ଓ
Մ
ೳ
な
物
流
ͷ
֬
อ
ʹ
ߦ
ಈ
ม
༰
ٻ
Ί
る

ফඅऀஂମʹྗڠཁ੥関ӡہ
関ہܦ
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「
࿑
ಇ
ࢪ
策
૯
合
推
進
法
」

「
男
女
ޏ
用
機
会
ۉ
౳
法
」

「
女
性
活
༂
推
進
法
」
の
一

部
改
正
が
６
月
11
日
に
公
෍

さ
れ
、
ا
業
に
は
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
や
女
性
の
活
༂
ଅ

進
の
取
り
૊
み
の
実
ࢪ
が
ٻ

め
ら
れ
る
。
公
෍
の
日
か
ら

起
ࢉ
し
て
１
年
６
月
Ҏ
内
に

੓
ྩ
で
定
め
る
日（
一
部
の

ن
定
は
ྩ
和
８
年
４
月
１

日
）に
ࢪ
行
予
定
。

࿑
ಇ
ࢪ
策
૯
合
推
進
法
౳

の
一
部
改
正
で
は
、
い
わ
ゆ

る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト（
カ
ス
ハ
ラ
ٻ、（
৬
者
౳

関
東
運
輸
局
は
６
月
1ÿ

日
、
ྩ
和
６
年
度
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
の
行
੓
処
分
౳

の
֓
要
を
公
表
し
た
。
監
査

実
ࢪ
݅
数
は
４
４
４
（݅
前

年
度
ൺ
３
・
７
ˋ
૿
）で
、

へ
の
η
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト（
η
ク
ハ
ラ
）な
ど

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
৬

場
づ
く
り
や
、
女
性
の
৬
業

生
活
に
お
け
る
活
༂
の
推
進

な
ど
を
図
る
も
の
。
東
京
都

で
は
今
年
４
月
か
ら
、「
東

京
都
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
๷
ࢭ
৚
例
」
を
ࢪ
行

し
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強

化
と
し
て
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
加

え
カ
ス
ハ
ラ
や
、
ٻ
৬
者
な

ど
に
対
す
る
η
ク
ハ
ラ
を
๷

ࢭ
す
る
た
め
に
、
ޏ
用
管
ཧ

上
ඞ
要
な
ા
置
を
ߨ
じ
る
こ

と
が
事
業
ओ
に
ٛ

຿
付
け
ら
れ
る
。

事
業
ओ
が
ߨ
ず
べ

き
۩
体
的
な
ા
置

の
内
容
な
ど
は
今

後
、
指
針
に
お
い

て
示
さ
れ
る
予

定
。女

性
活
༂
の
さ
ら
な
る
推

進
に
向
け
た
改
正
で
は
、
ै

業
һ
数
１
０
１
人
Ҏ
上
の
ا

業
に
対
し
、「
男
女
間
賃
金

差
異
」
お
よ
ͼ「
女
性
管
ཧ

৬
ൺ
཰
」
の
৘
ใ
公
表
が
ٛ

຿
付
け
ら
れ
、
現
行
の
女
性

活
༂
推
進
法
の
有
ޮ
期
限

（
ྩ
和
８
年
３
月
ú1
日
ま
で
）

を
ྩ
和
1ÿ
年
３
月
ú1
日
ま

で
、10
年
間
Ԇ
長
す
る
。

ま
た
、
女
性
活
༂
推
進
に

関
す
る
取
り
૊
み
が
特
に
༏

ྑ
な
事
業
ओ
に
対
す
る
特
例

ೝ
定
制
度（
プ
ラ
チ
φ
え
る

ぼ
し
）の
要
݅
に
、
事
業
ओ

が
ߨ
じ
て
い
る
ٻ
৬
者
౳
に

対
す
る
η
ク
ハ
ラ
๷
ࢭ
に
܎

る
ા
置
の
内
容
を
公
表
し
て

い
る
こ
と
を
追
加
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
治
ྍ
と
࢓
事

の
両
立
支
援
の
推
進
と
し

て
、
事
業
ओ
に
対
し
、
৬
場

に
お
け
る
治
ྍ
と
ब
業
の
両

公
正
取
引
ҕ
һ
会
は
６
月

１
日
か
ら
ྩ
和
７
年
度「
価

֨
転
Շ
ԁ
׈
化
の
取
૊
に
関

す
る
特
別
ௐ
査
」
を
実
ࢪ
し

て
い
る
。
同
月
６
日
付
で
12

ສ
者
を
超
え
る
事
業
者
に
ௐ

査
ථ
を
発
送
し
た
。

ࡢ
年
12
月
に
公
表
し
た
６

年
度
ௐ
査
݁
Ռ
な
ど
を
踏
ま

え
、
ಠ
占
ې
ࢭ
法
上
の「
༏

ӽ
的
地
位
の
ཞ
用
」
に
関
し

て
、
事
業
者
間
の
取
引
に
お

け
る
価
֨
転
Շ
の
状
گ
の
೺

Ѳ
や
、「
࿑
຿
අ
の
適
切
な

転
Շ
の
た
め
の
価
֨
交
ব
に

関
す
る
指
針
」
の
取
૊
状
گ

を
フ
Ỽ
ϩ
ー
ア
ッ
プ
す
る
も

の
。公

取
ҕ
は
、
取
引
の
公
正

化
を
よ
り
一
૚
推
進
す
る

観
点
か
ら
、
適
切
な
価
֨
転

Շ
が
可
能
と
な
る
取
引
؀
ڥ

を
੔
උ
す
る
た
め
、
ࡢ
年
度

特
別
ௐ
査
に
お
い
て
࿑
຿
අ

転
Շ
指
針
に
܎
る
注
意
ש
起

文
書
を
送
付
し
た
９
３
８
８

者
の
事
業
者
お
よ
ͼ
公
取
ҕ

ϗ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
̥
）に

掲
載
し
て
い
る「
よ
く
あ
る

࣭
問
コ
ー
φ
ー（
ಠ
占
ې
ࢭ

法
）」
の
̦
ˍ
̖
に
܎
る
注

中
ԝ
๷
災
会
（ٞ
会
長
・

ੴ
ഁ
ໜ
内
ֳ
૯
ཧ
大
臣
）は

５
月
ú0
日
、
指
定

行
੓
機
関
や
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ど
指
定
公
共
機

関
に
対
し
、「
梅

Ӎ
期
お
よ
ͼ
台
風

期
に
お
け
る
๷
災

態
勢
の
強
化
に
つ

い
て
」
を
通
知
し

た
。梅

Ӎ
期
お
よ
ͼ
台
風
期
に

内
༁
は
特
別
監
査
が
９
݅
、

ྟ
店
監
査
が
２
１
８
݅
、
呼

出
監
査
が
２
１
７
݅
と
な
っ

て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
行
੓
処
分
౳

の
݅
数
は
２
０
７
（݅
同
５
・

お
い
て
は
、
各
地
で
局
所
的

大
Ӎ
や
集
中
߽
Ӎ
が
観
ଌ
さ

れ
、
河
川
の
急
な

૿
ਫ
・
൙
ཞ
、
内

ਫ
൙
ཞ
、
が
け
่

れ
、
土
ੴ
流
、
地

す
べ
り
、
ߴ
ை
、

ߴ
೾
、
ཽ
巻
な
ど

に
よ
り
、
多
数
の

人
的
ඃ
֐
お
よ
ͼ

住
家
ඃ
֐
が
発
生

す
る
ڪ
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
人
໋
の
保
ޢ
を
ୈ
一
ٛ

１
ˋ
૿
）で
、
内
༁
は
特
別

監
査
４
݅
、
ྟ
店
監
査
１
６

４
݅
、
呼
出
監
査
úĀ
݅
。
処

分
౳
の
内
容
は
、
事
業
ఀ
ࢭ

12
（݅
同
50
ˋ
૿
）、車
両
࢖

用
ఀ
ࢭ
１
７
０
（݅
同
11
・

８
ˋ
૿
）、
文
書
ܯ
告
25
݅

（
同
ú2
・
４
ˋ
ݮ
）。

と
し
て
、
๷
災
態
勢
を
一
૚

強
化
す
る
よ
う
通
知
し
た
も

の
。ཹ

意
す
べ
き
事
߲
と
し

て
、
災
֐
時
の
ԁ
׈
か
つ
ਝ

଎
な
対
応
を
図
る
た
め
、
災

֐
対
策
に
関
す
る
自
治
体
な

ど
と
の
連
ܞ
、
各
種
取
り
૊

み
へ
の
積
ۃ
的
な
協
力
・
支

援
な
ど
が
実
ࢪ
で
き
る
よ
う

各
都
道
෎
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
協
会

会
һ
事
業
者
に
प
知
ప
ఈ
を

ٻ
め
て
い
る
。

監
査
の
બ
定
ཧ
由
は
、
フ

Ỽ
ϩ
ー
ア
ッ
プ
が
１
７
５
݅

で
最
も
多
く
、
次
い
で
適
正

化
実
ࢪ
機
関
ýý
݅
、
ۤ
৘
・

法
ྩ
違
反
の
ٙ
ٛ
な
ど
54

݅
、重
大
事
）ނ
ୈ
１
౰
）5ú

݅
、
࿑
ಇ
局
通
ใ
52
݅
、
ѱ

࣭
違
反（
ҿ
酒
・
ͻ
き
ಀ
͛
・

意
ש
起
文
書
を
送
付
し
た
６

５
１
０
者
の
事
業
者
に
対
し

て
も
ௐ
査
ථ
を
発
送
し
、
そ

の
後
の
取
૊
状
گ
を
確
ೝ
す

る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
ௐ
査
ථ
を
送
付
し

た
事
業
者
Ҏ
外
で
も
ௐ
査
に

ࢀ
加
で
き
る
よ
う
に
、
公
取

ҕ
Ｈ
̥
に
特
ઃ
ペ
ー
ジ
を
開

ઃ
し
、
積
ۃ
的
な
৘
ใ
ఏ
供

を
呼
ͼ
か
け
て
い
る
。
ৄ
細

は
、公
取
ҕ
Ｈ
̥
を
ࢀ
র
。

ௐ
査
対
৅
期
間
は
ࡢ
年
６

月
１
日
～
今
年
５
月
ú1
日
。

回
౴
の
ఏ
出
期
限
は
７
月
７

日
ま
で
。

公
取
ҕ
は
今
後
、
今
年
度

の
書
໘
ௐ
査
౳
の
݁
Ռ
を
踏

ま
え
、
発
注
者
と
受
注
者
と

の
間
で
協
ٞ
を
ܦ
な
い
取
引

価
֨
の
ਾ
置
き
な
ど
が
ٙ
わ

れ
る
事
案
に
つ
い
て
立
入
ௐ

査
を
実
ࢪ
す
る
。
そ
こ
で
、

問
題
に
つ
な
が
る
ڪ
れ
の
あ

る
行
ҝ
が
ೝ
め
ら
れ
た
事
案

に
つ
い
て
は
、
関
܎
事
業
者

に
対
し
注
意
ש
起
文
書
を
送

付
す
る
な
ど
ඞ
要
な
対
応
を

取
る
と
と
も
に
、
年
内
を
め

ど
に
ௐ
査
݁
Ռ
を
取
り
ま
と

め
る
。

無
໔
許
・
無
車
ݕ
な
ど
）
25

݅
、
公
安
ҕ
һ
会
通
ใ（
過

積
載
）
1ú
݅
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

行
੓
処
分
౳
に
܎
る
違
反

事
߲
は
ද
の
通
り
。
許
ೝ
可

（
事
業
計
画
）
౳
関
܎
で
は

事
業
計
画
ೝ
可
事
߲
が
45
・

９
ˋ
、
ใ
告
ٛ
຿
が

2ú
・
８
ˋ
、
事
業
計
画

ಧ
出
事
߲
が
20
・
０
ˋ

と
多
い
状
گ
。

ま
た
、
輸
送
の
安
全

確
保
関
܎
で
は
、
指
導

監
ಜ
ú1
・
０
ˋ
、
点
呼

20
・
０
ˋ
、
過
࿑
๷
ࢭ

౳
1Ā
・
１
ˋ
、
定
期
点

ݕ
８
・
６
ˋ
の
違
反
が

多
い
݁
Ռ
と
な
っ
た
。

立
を
ଅ
進
す
る
た
め
、

ඞ
要
な
ા
置
を
ߨ
じ
る

౒
力
ٛ
຿
を
՝
す
と
と

も
に
、
適
切
・
有
ޮ
な
実
ࢪ

を
図
る
た
め
の
指
針
の
ࠜ
ڌ

ن
定
を
੔
උ
す
る
。

ৄ
細
は
ް
࿑
省
ϗ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ࢀ
র
。

ܦ
ࡁ
産
業

省
は
こ
の
ほ

ど
、
省
Τ
ネ

ル
Ϊ
ー
・
省
ࢿ
ݯ
対

策
推
進
会
ٞ
省
ி
連

བྷ
会
ٞ
で
、
ྩ
和
７

年
度「
Ն
ق
の
省
Τ

ネ
ル
Ϊ
ー
の
取
り
૊

み
に
つ
い
て
」
を
ܾ

定
し
た
こ
と
を
受
け

関
܎
団
体
な
ど
に
対
し
、
प

知
・
取
り
૊
み
へ
の
協
力
を

ґ
པ
し
て
い
る
。

運
輸
関
܎
の
取
り
૊
み

は
、「
運
輸
分
野
に
お
け
る

省
Τ
ネ
法
に
基
づ
く
Τ
ネ
ル

Ϊ
ー
管
ཧ
の
実
ࢪ
」「
Τ
ネ
ル

Ϊ
ー
消
අ
ޮ
཰
の
よ
い
輸
送

機
関
の
બ
୒
」「
Τ
コ
ド
ラ
イ

ブ
の
実
ફ
」な
ど
。

貨
物
輸
送
で

は
、
輸
配
送
の
共

同
化
౳
に
よ
る
積

載
ޮ
཰
の
向
上
な

ど
物
流
の
ޮ
཰
化

を
図
る
と
し
た
。

行政処分等に係る違反事項
ʲද̍ rڐೝՄʢܭۀࣄըʣ౳ؔ܎

ҧ൓߲ࣄ ݅਺（ˋ）
ࣄ ۀ ܭ ը ೝ Մ ࣄ ߲ 85（45.�）
ࣄ ۀ ͷ ద ֬ ͳ ਱ ߦ
（ࣾձอݥ౳ະՃೖɾະೲ෇） �（� 4.�）

ใ ࠂ ٛ ຿ 44（23.8）
ࣄ ۀ ܭ ը ಧ ग़ ࣄ ߲ 37（20.0）
ද ࣔ ɾ ܝ ࣔ ౳ 5（� 2.7）
໊ ٛ ି ͠ 3（� 1.�）
ͦͷଞٛ຿ɾ໋ྩҧ൓ 2（� 1.1）

ܭ ���

ʲද̎ ༌rૹͷ҆શ֬อؔ܎
ҧ൓߲ࣄ ݅਺（ˋ）

ࢦ ಋ ؂ ಜ 435（31.0）
఺ ݺ 280（20.0）
ա ࿑ ๷ ࢭ ౳ 2�8（1�.1）
ӡ ߦ ؅ ཧ �0（� 4.3）
ۀ ຿ ه ࿥ �7（� �.�）
ఆ ظ ఺ ݕ 120（� 8.�）
੔ උ ؅ ཧ 38（� 2.7）
ӡهߦ࿥ܭʹΑΔه࿥ ��（� 4.�）
ӡࣔࢦߦॻʹΑΔࣔࢦ౳ 21（� 1.5）
ӡ స ऀ ౳ ୆ ா 2（� 0.1）
ࣄ ނ ͷ ه ࿥ ɾ ใ ࠂ 4（� 0.3）
無 車 ݕ ӡ ߦ 3（� 0.2）
ա ੵ ࡌ 8（� 0.�）

ܭ �
���
˞ෳ਺ͷҧ൓͕߲͋ࣄΔऀۀࣄ͸ɺશͯͷ߲ࣄʹ
上͍ͯ͠Δܭ

ϋ
ϥ
ε
ϝ
ϯ
τ
対
策
・
ঁ
ੑ
の
׆
༂
ਪ
ਐ
΁

ެऔҕ
̓೥౓

Ձ
֨
స
Շ
ԁ
׈
Խ
ͷ
औ
૊
ʹ

ؔ
͢
Δ
ಛ
ผ
ௐ
ࠪ
を
࣮
ࢪ

指
導
監
督
違
反
が
最
多
に

കӍɾ୆෩ظͷ
๷ࡂଶ੎ڧԽを

தԝ๷ࡂձٞ

ہ੓ॲ෼౳の֓ཁ関ӡߦ
̒೥౓ ࿑

ಇ
ؔ
࿈
法
の
Ұ
෦
改
正
͕
ެ
෍

ল࢈ܦ

ՆのলΤωऔΓ૊ΈΛ
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૯
合
物
流
ࢪ
策
大
）ߝ
物

流
大
ߝ
）は
、
こ
れ
ま
で
ほ

ぼ
５
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
て

お
り
、
次
期
物
流
大
ߝ
の
期

間
は
２
０
２
６
～
２
０
３
０

年
度
。
こ
れ
は
、「
զ
が
国

の
物
流
の
ֵ
新
に
関
す
る
関

܎
ֳ
྅
会
ٞ
」（
３
月
14
日
開

催
）で
、
ੴ
ഁ
ໜ
ट
૬
が
輸

送
力
不
足
を
乗
り
ӽ
え
る

た
め
に
ݴ
ٴ
し
た「
物
流
ֵ

新
の
集
中
改
ֵ
期
間
」
に
一

க
す
る
。
ま
た
、
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
の
次
に
懸
念

さ
れ
る
、「
輸
送
能
力
が
ú4
・

１
ˋ
不
足
す
る
」、
い
わ
ゆ

る
２
０
３
０
年
問
題
の
対
応

が
次
期
物
流
大
ߝ
の
最
重
要

՝
題
と
な
る
。

現
物
流
大
ߝ
の
ओ
な
テ
ー

マ
は
、
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
と
コ
ϩ
φ
や
自
然
災
֐

者
の
割
合
」
は
、
目
ඪ
の
ÿ0

ˋ
に
対
し
て
5Ā
・
３
ˋ
。
送

料
無
料
や
宅
配
の
࠶
配
達
࡟

ݮ
か
ら
Ϟ
ニ
タ
ー
し
た
数
ࣈ

だ
ろ
う
が
、
実
際
に
こ
れ
ほ

ど
割
合
が
ߴ
い
と
は
と
て
も

考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
目
ඪ
と
現

実
に
Ϊ
Ỿ
ッ
プ
が
あ
り
つ
つ

も
、
今
回
、
次
期
物
流
大
ߝ

を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
ݕ

౼
会
の
ҕ
һ
か
ら
は「
５
年

後
に
物
流
が
本
౰
に
変
わ
っ

た
と
、
୭
も
が
思
え
る
姿
を

ඳ
く
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
」

と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
。
物
流
が
変
わ
る
୺
的
な

例
と
し
て
自
動
運
転
ト
ラ
ッ

ク
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
む
し

ろ
最
も
大
切
な
の
は
、
ド
ラ

イ
ό
ー
が
夢
の
あ
る
৬
業
と

思
え
る
よ
う
に
変
え
て
い
く

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ɹ
ɹ（
ϥ
Π
λ
ồ

ᖒ
ా
੣
）

な
ど
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
ᶃ
物
流
̙
̭
の

推
進
な
ど
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ỻ
ー
ン
全
体
の
最
適
化
、

ᶄ
࿑
ಇ
力
不
足
対
策
の
加
଎

と
物
流
ߏ
଄
改
ֵ
の
推
進
、

ᶅ
強
ᯰ
性
と
持
続
可
能
性
を

確
保
し
た
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ߏ
ங
の
３
つ
を
ࢪ
策
の
ப

に
ਾ
え
て
い
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ப
で
Ｋ
̥
̞

を
ઃ
け
た
が
、「
目
ඪ
達
成

の
た
め
さ
ら
な
る
取
り
૊
み

が
ඞ
要
」
と
、
い
わ
ゆ
る
̘

ラ
ン
ク
の
ධ
価
が
下
さ
れ
た

の
は
、
物
流
̙
̭
の
推
進
で

は
11
߲
目
中
６
߲
目
、
࿑
ಇ

力
不
足
対
策
の
加
଎
は
1þ
߲

目
中
14
߲
目
、
強
ᯰ
性
と
持

続
可
能
性
確
保
で
は
12
߲
目

中
８
߲
目
と
全
体
の
約
７
割

を
占
め
た
。

０
ˋ
に
対
し
て
4þ
ˋ
（
ྩ
和

７
年
１
月
現
在
）、「
物
流
業

຿
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

物
流
̙
̭
を
実
現
し
て
い
る

物
流
事
業
者
の
割
合
」
が
目

ඪ
の
þ0
ˋ
に
対
し
て
41
ˋ
、

「
物
流
業
຿
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
て
、
荷
ओ
と
連
ܞ
し

た
取
り
૊
み
を
行
っ
て
い
る

物
流
事
業
者
の
割
合
」
が
目

ඪ
の
50
ˋ
に
対
し
て
2ú
ˋ
に

と
ど
ま
っ
た
。

Ｋ
̥
̞
策
定
౰
時
、
国
交

省
の
物
流
੓
策
担
౰
者
は

「
目
ඪ
は
ߴ
い
か
も
し
れ
な

い
が
、５
年
後
に
こ
れ
く
ら

い
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

ਂ
ࠁ
な
人
手
不
足
に
対
応
で

き
な
い
」と
ड़
べ
て
い
た
。

実
際
に
５
年
が
ܦ
過
し
、

物
流
̙
̭
を
手
が
け
て
い
る

割
合
は
௿
位
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
が
、
物
流
の
２
０
２
４

年
問
題
で
懸
念
さ
れ
た
大
き

な
ࠞ
ཚ
は
生
じ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
ú4
・
１
ˋ
の
輸
送

能
力
が
不
足
す
る
と
い
わ
れ

る
２
０
３
０
年
が
߇
え
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後

物
流
事
業
者
が
̙
̭
化
の
方

向
に
進
む
か
ど
う
か
の
གྷ
り

場
に
い
る
と
い
え
よ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
物
流

̙
̭
化
と
は
、
輸
送
で
は
デ

ジ
タ
コ
や
ド
ラ
Ϩ
コ
の
導

入
、
ध
要
予
ଌ
に
基
づ
く
配

車
計
画
、
車
両
動
態
管
ཧ
、

ۈ
຿
時
間
の
自
動
記
録
、
収

ӹ
や
コ
ス
ト
の
見
え
る
化
な

ど
が
౰
て
は
ま
る
。

Ｋ
̥
̞
で
も
う
１
つ
気
に

な
る
の
は
、
消
අ
者
の
行
動

変
容
。
現
物
流
大
ߝ
の
Ｋ

̥
̞
で
あ
る「
物
流
の
現
状

や
՝
題
に
対
し
て
問
題
意
ࣝ

を
持
っ
て
い
る
消
අ
者
の
割

合
」
は
、
目
ඪ
の
１
０
０
ˋ

に
対
し
て
現
状
஋
は
4ý
・
３

ˋ
、「
担
い
手
に
や
さ
し
い

物
流
を
実
ફ
し
て
い
る
消
අ

こ
の
う
ち
物
流
̙
̭
関
܎

で
は
、「
物
流
業
຿
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
૊
み

に
着
手
し
て
い
る
物
流
事
業

者
の
割
合
」
が
目
ඪ
の
１
０

࣍
ظ
෺
ྲྀ
େ
ߝ
の
ٞ
࿦
࢝
·
Δ

ＫＰＩと現状の間にギャップ

夢のある職業への転換が大切

国
土
交
通
省
は
６
月
９

日
、
ྩ
和
６
年
度
ิ
正
予
ࢉ

「
地
Ҭ
連
ܞ
Ϟ
ー
μ
ル
シ
フ

ト
౳
ଅ
進
事
業
」（
ิ
助
事

業
）の
２
次
公
ื
を
開
࢝
し

た
。

ิ
助
対
৅
は
、
荷
ओ
お
よ

ͼ
物
流
事
業
者
な
ど
で
ߏ
成

さ
れ
る
、
地
Ҭ
の
産
業
振
興

な
ど
と
連
ܞ
し
た
物
流
の
ޮ

཰
化
に
取
り
૊
む
協
ٞ
会
な

ど
。

対
৅
と
な
る
事
業

は
ݕ、
౼
ܦ
අ
と
し
て
、

ᶃ
地
Ҭ
の
物
流
ྔ
の
೺

Ѳ
・
可
視
化
౳
に
ඞ
要

な
ௐ
査
・
分
ੳ
、
ᶄ
協

ٞ
会
౳
の
運
営
、
ᶅ
共

同
輸
配
送
や
Ϟ
ー
μ
ル

؀
ڥ
省
の
ྩ
和
７
年
度

「
二
ࢎ
化
୸
ૉ
排
出
཈
制
対

策
事
業
අ
౳
ิ
助
金
」（
௿
୸

ૉ
ܕ
デ
ィ
ー
θ
ル
ト
ラ
ッ

ク
ී
ٴ
加
଎
化
事
業
）に
つ

い
て
、
ࣥ
行
団
体
の
؀
ڥ
༏

ྑ
車
ී
ٴ
機
）ߏ
̡
̚
̫
̤
）

は
、６
月
９
日
か
ら
ਃ
੥
受

付
を
開
࢝
し
た
。

受
付
期
間
は
８
年
１
月
ú0

日
ま
で（
同
日
消
ҹ
有
ޮ
）。

ิ
助
対
৅
は
中
小
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者

（
ࢿ
本
金
３
ԯ

ԁ
Ҏ
下
ま
た
は

ै
業
һ
数
３
０

０
人
Ҏ
下
）、お

よ
ͼ
中
小
事
業
者
に
車
両
を

リ
ー
ス
す
る
事
業
者
。

対
৅
車
両
は
車
両
૯
重
ྔ

３
・
５
Ἁ
超
の
事
業
用
車
両

（
྘
φ
ン
ό
ー
）で
、４
月
１

日
～
８
年
１
月
ú0
日
ま
で
に

新
車
新
ن
登
録
し
、
大
ܕ
・

中
ܕ
・
小
ܕ
と
も
２
０
２
５

（
ྩ
和
７
）
年
度
೩
අ
基
準

を
達
成（
達
成
Ϩ
ベ
ル
１
０

０
Ҏ
上
）の
車
両
な
ど
。

ิ
助
基
準
ֹ
は
ද
の
通

り
。
廃
車
の
有
無
な
ど
に
よ

り
ઃ
定
。
２
０
２
５
年
度
೩

අ
基
準
達
成
Ϩ
ベ
ル
が
１
０

５
Ҏ
上
の

車
両
は
、

区
分
・
廃
車
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
一
཯
５
ສ
ԁ
を
加
ࢉ
。

ਃ
੥
台
数
は
１
事
業
者
４

台
。ਃ

੥
の
৹
査
は
ਃ
し
ࠐ
み

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
૊
合
連

合
会
の
ٻ
荷
ٻ
車
৘
ใ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
Ｋ
̞
̩
の

成
約
運
賃
指
数
に
よ
る
と
、

５
月
の
指
数
は
１
３
５
で
、

前
月
よ
り
２
⻲
ݮ
少
す

る
一
方
、
前
年
同
月
を

５
⻲
上
回
っ
た
。

成
約
運
賃
指
数
が
ྩ

和
３
年
７
月
Ҏ
߱
、
前
年
同

月
ൺ
で
上
ঢ
す
る
状
گ
が
続

い
て
い
る
。

荷
物
৘
ใ（
ٻ
車
）
登
録

݅
数
は
10
ສ
７
８
１
݅
で
、

前
年
同
月
ൺ
11・３
ˋ
ݮ
少
。

成
約
཰
は
22・６
ˋ
で
同
２・

３
⻲
上
ঢ
し
た
。

ॱ
に
行
い
、
ิ
助
予
ࢉ

の
残
ֹ
が
２
割
程
度
に

達
し
た
場
合
、
そ
れ
Ҏ

߱
は
受
付
期
限
の
８
年

１
月
ú0
日
ま
で
の
ਃ
੥

を
対
৅
に
৹
査
す
る
。

予
ࢉ
残
ֹ
を
超
え
る

ਃ
੥
が
あ
っ
た
場
合
、

初
め
て
ਃ
੥
を
行
う
事

業
者
を
༏
先
し
て
ந
બ

す
る
な
ど
、
配
慮
し
た

上
で
、
交
付
ܾ
定
を
行

う
。

��

ਃ
੥
方
法
は
、
郵
送

や
૯
຿
大
臣
の
許
可
を
受
け

た
事
業
者
に
よ
る
信
書
便
、

国
の
ి
子
ਃ
੥
シ
ス
テ
ム

「
̟
グ
ラ
ン
ツ
」、
ి
子
メ
ー

ル（
要
ࣝ
別
番
号
）と
す
る
。

直
接
持
ち
ࠐ
み
も
可
能
だ

が
、
郵
送
ま
た
は
ి
子
ਃ
੥

ް
生
࿑
ಇ
省

は
、
࿑
ಇ
者
の

࿑
ಇ
災
֐
の
ݮ

少
を
目
的
と
し

た
ྩ
和
７
年
度

「
ݸ
人
ば
く
࿐

ଌ
定
定
着
ଅ
進

ิ
助
金
」
に
よ

り
、
ݸ
人
ば
く

࿐
ଌ
定
を
行
う

事
業
者
に
、
අ

用
の
一
部
を
助

の
ར
用
を
呼
ͼ
か
け
て
い
る
。

ৄ
細
は
、
̡
̚
̫
̤
ϗ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
̡
̚

シ
フ
ト
౳
の
物
流
ޮ
཰
化
へ

向
け
た
実
ূ
の
い
ず
れ
か
に

対
し
て
ิ
助
を
実
ࢪ
す
る
。

ิ
助
対
৅
ܦ
අ
は
、
ᶃ
・

ᶄ
ử
上
限
ֹ
２
５
０
０
ສ

ԁ
、
ᶅ
ử
上
限
ֹ
５
０
０
０

ສ
ԁ
。
˞
事
業
を
行
う
た

め
に
ඞ
要
な
工
事
අ（
本
工

事
අ
、
付
ଳ
工
事
අ
、
機
ց

ث
۩
අ
、
ଌ
ྔ
お
よ
ͼ
ࢼ
験

අ
）、ઃ
උ
අ
、業
຿
අ
お
よ

ͼ
事
຿
අ
な
ら
ͼ
に
そ
の
ほ

か
ඞ
要
な
ܦ
අ
で
、
事
຿
局

が
ঝ
ೝ
し
た
ܦ
අ
に
つ
い
て

は
ิ
助
の
対
৅
。
予
ࢉ
ֹ
は

約
12
ԯ
ԁ
。

公
ื
期
間
は
７
月
25
日
ޕ

後
５
時（
ඞ
着
）ま
で
。

ৄ
細
は
、
国
交
省
本
事
業

特
ઃ
̬
̴
̱
サ
イ
ト
を
ࢀ
র
。

成
す
る
。
こ
れ
に
൐
い
、
ࣥ

行
団
体
の
全
国
࿑
ಇ
Ӵ
生
団

体
連
合
会（
全
Ӵ
連
）が
、ਃ

੥
受
付
を
行
っ
て
い
る
。
受

付
期
間
は
10
月
ú1
日（
ඞ
着
、

予
ࢉ
࿮
に
達
し
次
ୈ
、
受
付

ऴ
ྃ
）ま
で
。

こ
れ
は
、６
年
４
月
か
ら

新
た
に
化
学
物
࣭
の
自
཯
的

管
ཧ
に
関
す
る
ن
制
が
す

べ
て
ࢪ
行
と
な
り
、
リ
ス
ク

ア
η
ス
メ
ン
ト
対
৅
物
を
੡

଄
、
ま
た
は
取
り
ѻ
う
事
業

者
は
、
リ
ス
ク
ア
η
ス
メ
ン

ト
の
݁
Ռ
に
基
づ
き
、
作
業

を
行
う
࿑
ಇ
者
へ
の
ば
く
࿐

を
で
き
る
限
り
௿
ݮ
す
る
こ

と
な
ど
が
ٛ
຿
と
な
っ
た
。

ଌ
定
は
、
有
֐
物
࣭
を
取

り
ѻ
う
作
業
者
に
サ
ン
プ
ラ

ー
を
૷
着
し
て
、
呼
ٵ
Ҭ
の

空
気（
気
体
）を
ั
集
し
、対

৅
物
࣭
の
分
ੳ
を
行
い
、
分

ੳ
݁
Ռ
に
よ
っ
て
݈
߁
リ
ス

ク
の
ධ
価
を
行
う
。
࿑
ಇ
現

場
で
࢖
用
さ
れ
る
化
学
物
࣭

に
対
す
る
、
作
業
者
ݸ
人
の

ば
く
࿐
ྔ
を
ଌ
定
す
る
取
り

̫
̤
ิ
助
事
業
ࣥ
行
部
௿
୸

ૉ
ܕ
デ
ィ
ー
θ
ル
車
ී
ٴ
事

業（
ὸ
0ú
・
５
３
４
１
・
４

５
７
７
）

૊
み
を
後
ԡ
し
す
る
制
度

で
、
作
業
؀
ڥ
ଌ
定
機
関
に

ҕ
ୗ
す
る
ݸ
人
ば
く
࿐
ଌ
定

お
よ
ͼ
分
ੳ
な
ど
に
要
す
る

ܦ
අ
の
一
部
を
ิ
助
す
る
。

ิ
助
対
৅
は
、
ᶃ
࿑
ಇ
者

災
֐
ิ
ঈ
保
ݥ
の
適
用
事
業

場
、
ᶄ
ࢿ
本
金
ま
た
は
出
ࢿ

金
の
૯
ֹ
が
３
ԯ
ԁ
Ҏ
下
ま

た
は
、
常
時
ޏ
用
す
る
࿑
ಇ

者
数
が
３
０
０
人
Ҏ
下
の
中

小
ا
業
者
。

ิ
助
཰
は
ܦ
අ
の
２
分
の

１
。
１
作
業
場
౰
た
り
５
ສ

ԁ
を
上
限
と
し
、
ෳ
数
の
作

業
場
に
܎
る
ਃ
੥
の
場
合

は
、10
ສ
ԁ
を
上
限
と
す
る
。

ৄ
細
は
、
全
Ӵ
連
の
ϗ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

補助対象車両と補助額
車型区分

（車両総重量）
2025年度
燃費基準

基準額（万円）
廃車有 廃車無

大型
（12トン超）

達成

（ 達成レベル ）100以上

75 50

中型
（7.5トン超〜12トン以下） 42 28

小型
（3.5トン超〜7.5トン以下） 15 10

����年౓೩ྉج準ୡ੒レϕル���Ҏ্は̑ສԁՃࢉ

Ｅ̡̫̤͕
ड෇։࢝

লڥ؀
̓೥౓

௿
୸
ૉ
ܕ
σ
ỹ
ー
θ
ϧ
ं

ී
ٴ
Ճ
଎
Խ
΁
ಋ
ೖ
ิ
ॿ

運
賃
指
数

Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ

５
月
は
１
３
５
に

前
年
比
５
㌽
上
昇

શ ト 協
೔՟協࿈

̔
年
̍
݄
ú÷
೔
·
Ͱ

ਃ
੥

লަࠃ

஍
Ҭ
࿈
ܞ
Ϟ
ー
μ
ϧ
γ
ϑ
τ
౳

ଅ
ਐ
事
ۀ
ิ
ॿ
̎
࣍
ެ
ื
։
࢝
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ࠤ
౻

ਖ਼
ل
）ࢯ
ࠤ
౻
運

送
店
代
表
取
క
役
社
長
・
ീ

ৎ
ౡ
支
部
）５
月
８
日
、
死

ڈ
。
50
ࡀ
。
૴
ّ
は
５
月
15

日
、
ീ
ৎ
町
Ր
૴
場
で
ࣥ
り

行
っ
た
。
૕
ओ
は
、
ઙ
প
޹

඙
ࢯ
。

ừ
ੈ
ా
୩
ࢧ
෦
Ử

◆
Ϡ
マ
ト
運
輸
ג
式
会
社

南
東
京
ओ
管
支
店
ử
世
田
谷

区
上
馬
２
の
22
の
10
˜
ὸ

0ú
・
６
７
５
６
・
７
１
３
３

˜
一
ൠ
貨
物
運
送（
ී
通
車

３
４
３
台
、小
ܕ
車
þú
台
）、

ར
用
運
送

ừ
ਂ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
式
会
社
φ
ガ
ϊ
ル
ー

ト
ử
江
東
区
有
明
３
の
15

の
1ú
˜
ὸ
0ú
・
３
５
２
７
・

７
８
８
１
˜
一
ൠ
貨
物
運

送（
ී
通
車
６
台
、
小
ܕ
車

１
台
）、ܰ
車
両
౳
運
送（
２

台
）、ར
用
運
送

̎
೔

東
ト
協
ド
ラ
イ
ό

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
ݕ
౼
小

ҕ
һ
会
˜
東
ト
協
ド
ラ
イ

ό
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
表
জ

式
̏
೔

海
上
コ
ン
テ
φ
ઐ
門

部
会
通
常
૯
会
˜
同
࠙
਌

会
̑
೔

東
ト
協
・
ߴ
଎
安
協

安
全
運
転
ݚ
修
会

̒
೔

女
性
部
女
性
ܦ
営
者

物
流
η
ミ
φ
ー
˜
同
通
常

૯
会
˜
ϩ
ジ
ݚ
通
常
૯
会

˜
੨
年
部
通
常
૯
会
˜
三

૊
৫
合
同
࠙
਌
会

̓
೔

本
部
݈
߁
਍
அ（
～

８
日
）

̕
೔

引
ӽ
ઐ
門
部
会
通
常

૯
会
˜
同
࠙
਌
会

øø
೔

紙
・
パ
ル
プ
ઐ
門
部

会
役
һ
会

øù
೔

ϩ
ジ
ݚ
正
෭
本
部
長

会
ٞ
˜
同
η
ミ
φ
ー

̎
೔
 

15
時
ử
ཧ
事
会（
京

王
プ
ラ
β
ϗ
テ
ル
）
˝
15

時
ú0
分
ử
μ
ン
プ
ઐ
門
部

会
通
常
૯
会（
東
ト
૯
合

会
館
）

̏
೔
 

1ý
時
ử
都
ி
・
区

役
所
ઐ
門
部
会
通
常
૯
会

（
東
ト
૯
合
会
館
）

̐
೔
 

14
時
ử
紙
・
パ
ル
プ

ઐ
門
部
会
通
常
૯
会（
東

ト
૯
合
会
館
）
˝
14
時
ú0

分
ử
同
意
見
交
׵
会（
同
）

˝
1ý
時
ử
同
࠙
਌
会（
同
）

̓
೔
 

1ý
時
ử
৯
ྐ
ઐ
門

部
会
ഴ
・
ค
ҕ
һ
会（
東

ト
૯
合
会
館
）

̔
೔
 

1ú
時
ử
広
ใ
・
৘

ใ
ҕ
һ
会（
東
ト
૯
合
会

館
ʗ
̬
̴
̱
ซ
用
）

̕
೔
 

15
時
ú0
分
ử
関
東
・

ߕ
信
ӽ
重
ྔ
部
会
通
常
૯

会（
ϗ
テ
ル
国
際
21
長
野
）

˝
1ÿ
時
ử
同
࠙
਌
会（
同
）

ø÷
೔
 

10
時
ử
正
෭
会
長

会（
東
ト
૯
合
会
館
ʗ
̬

̴
̱
ซ
用
）

øù
೔
​

８
時
50
分
ử
運
行

管
ཧ
者
ࢼ
験
事
前
ߨ
श
会

（
東
ト
૯
合
会
館
）

øü
೔
 

15
時
ú0
分
ử
取
ѻ

事
業
・
積
合
ઐ
門
部
会
通

常
૯
会（
東
ト
૯
合
会
館
）

ừ
̒
݄
̍
Ỗ
øü
೔
Ử

ừ
̓
݄
̍
Ỗ
øü
೔
Ử

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
式
会
社
ジ
ỻ
イ
Τ
ム

ử
੢
多
摩
܊
ਸ਼
ึ
町
大
ࣈ
෢

ଂ
３
９
７
˜
ὸ
０
４
２
・
５

５
７
・
８
２
２
８
˜
一
ൠ
貨

物
運
送（
ී
通
車
4þ
台
、
小

ܕ
車
１
台
）、
ܰ
車
両
౳
運

送（
１
台
）、ར
用
運
送

◆
ג
式
会
社
ຟ
本
Ϩ
ッ
カ

ー
ử
࡛
ۄ
ݝ
新
࠲
市
ാ
中
３

の
５
の
1ú
˜
ὸ
０
７
４
２
・

２
７
・
５
０
０
０
˜
一
ൠ
貨

物
運
送（
ී
通
車
1ú
台
）

◆
ג
式
会
社
̢
⁒Ｋ
̘
̾

̼
̿
̰
̽
͈
ử
立
川
市
幸
町

５
の
５
の
１
山
川
ビ
ル
１
֊

˜
ὸ
０
４
２・５
２
０・６
０

２
７
˜
一
ൠ
貨
物
運
送（
ී

通
車
２
台
、小
ܕ
車
３
台
）

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ϩ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ݚ
ڀ
会（
吉

本
商
一
本
部
長
）は
６
月
６

日
、
ߓ
区
の
明
治
記
念
館
で

ྩ
和
７
年
度
通
常
૯
会
を
開

催
し
、
６
年
度
事
業
ใ
告
・

収
支
ܾ
ࢉ
と
７
年
度
事
業
計

東
ト
協
女
性
部（
原
ྰ
子

本
部
長
）は
６
月
６
日
、
東

ト
૯
合
会
館
で
、
ྩ
和
７
年

度
通
常
૯
会
を
開
催
し
、６

年
度
事
業
ใ
告
・
収
支
ܾ
ࢉ

と
、７
年
度
事
業
計
画
・
収

支
予
ࢉ
に
つ
い
て
৹
ٞ
・
ঝ

ೝ
し
た
。

画・収
支
予
ࢉ
な
ど
を
৹
ٞ
、

ঝ
ೝ
し
た
。

๯
頭
、吉
本
本
部
長
は「
今

回
、三
૊
৫
が
ଗ
っ
て
૯
会・

࠙
਌
会
を
や
っ
て
み
よ
う
と

い
う
初
め
て
の
ࢼ
み
と
な
っ

た
。
時
間
や
場
所
が
ࡢ
年
度

ま
で
と
大
き
く
変
更
と
な
っ

て
い
る
が
、
օ
༷
の
きس

た
んጨ
の

な
い
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
૯
会
・
࠙
਌
会
を
進
め

て
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

今
年
度
事
業
計
画
は
、
年

間
౷
一
テ
ー
マ
を「
一
க
団

݁ŉ

と
し
、
ϩ
ジ
ݚ
の
会
һ

だ
け
で
な
く
、
੨
年
部
・
女

性
部
会
һ
と
も
心
を
一
つ
に

し
て
、
協
力
し
て
取
り
૊
ん

で
い
く
方
針
。
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
変
化
が
加
଎
し
続

け
て
い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ

に
い
か
に
対
応
し
て
い
く
か

が
、
今
後
の
生
き
残
り
を
か

け
た
戦
い
に
な
る
と
し
て
、

ັ
力
あ
る
運
送
業
界
を
ங
く

た
め
の
ఏ
ݴ
を
行
っ
て
い
く
。

۩
体
的
に
は
、
年
間
౷
一

テ
ー
マ
・
オ
ピ
ニ
オ
ン（
平

成
22
年
発
行
）に
基
づ
き
、

各
ҕ
һ
会
が
中
心
と
な
り
、

ݚ
修
会（
シ
ン
ϙ
ジ
ウ
ム
）

の
体
ܥ
的
・
計
画
的
実
ࢪ
や

関
܎
行
੓
機
関
と
の
৘
ใ
交

׵
、物
流
੓
策
৘
ใ
の
収
集・

๯
頭
の
あ
い
さ
つ

で
原
本
部
長
は
、「
੓

෎
に
よ
る
ࢿ
金
༥
ࢿ

や
ิ
助
な
ど
の
対
策

が
期
଴
さ
れ
る
中
、

業
界
と
し
て
も
৘
ใ

を
ਝ
଎
に
入
手
し
、

適
切
な
対
応
を
取

る
姿
勢
が

ٻ
め
ら
れ

る
」
と
呼

ͼ
か
け
、

業
界
で
は

女
性
ド
ラ

イ
ό
ー
の

ൺ
཰
が
２
ˋ
～
３
ˋ
と
わ
ず

か
だ
が
上
ঢ
し
て
い
る
現
状

を
঺
հ
し
、「
今
後
も
女
性

の
࿑
ಇ
ࢀ
加
を
ଅ
す
取
り
૊

み
を
強
化
す
べ
き
」
と
強
ௐ

し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

今
年
度
も
ϩ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

ݚ
ڀ
会
、
੨
年
部
と
連
ܞ
を

と
り
、
会
һ
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
る
内
容
の
ݚ
修
会

を
開
催
す
る
方
針
。

女
性
部
ا
画
の
ݚ
修
会
を

開
催
す
る
ほ
か
、
女
性
の
感

性
を
い
か
し
、
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
交
通
Ҩ
ࣇ
౳
助
成
財
団

と
の
連
ܞ
に
よ
り
、
交
通
Ҩ

ࣇ
と
そ
の
家
଒
を
対
৅
と
し

た
援
助
活
動
、
都
内
ܯ
࡯
ॺ

分
ੳ
、
ݚ
ڀ
開
発
事
業
へ
の

ࢀ
画
・
支
援
、
Թ
ނ
創
新
η

ミ
φ
ー・ݚ
ڀ
視
࡯
の
実
ࢪ
、

人
ࡐ
ཆ
成
事
業
へ
の
協
力
、

広
ใ
活
動
の
ॆ
実
な
ど
の
各

種
ࢪ
策
を
展
開
す
る
。

東
ト
協
੨
年
部

（
ࠤ
౻
文
平
本
部
長
）

は
６
月
６
日
、
ߓ
区

の
明
治
記
念
館
で
ྩ

和
７
年
度

通
常
૯
会

を
開
催

し
、
６
年

度
事
業
ใ

告
・
ܾ
ࢉ
、

お
よ
ͼ
７

年
度
事
業
計
画
・
予
ࢉ
な
ど

を
৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

๯
頭
、
ࠤ
౻
本
部
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
૯
会
開
催
定

数
４
０
４
人
の
半
数
を
少
し

超
え
る
数
で
の
成
立
が
実
態

だ
。
本
部
長
ब
೚
後
、
ワ
ク

ワ
ク
を
追
ٻ
す
る
よ
う
な
活

動
を
し
て
き
た
が
、
な
か
な

か
会
һ
に
響
か
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
引
き
続
き
、

新
し
い
こ
と
に
௅
戦
し
、
少

し
で
も
こ
の
数
ࣈ
が
૿
え
る

東
ト
協
は
６
月
６

日
、
ߓ
区
の
明
治
記

念
館
で
三
૊
৫（
ϩ

ジ
ݚ
・
੨
年
部
・

女
性
部
）
合
同
૯

会
࠙
਌
会
を
開
催

し
、
多
く
の
三
૊

৫
メ
ン
ό
ー
や
来

（
交
通
安
全
協
会
）と
の
意

見
交
׵
・
生
花
ଃ
ఄ
事
業
な

ど
を
展
開
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
道
෎
ݝ
ト
ラ

ッ
ク
協
会
女
性
ܦ
営
者
૊
৫

と
の
交
流
を
図
る
と
と
も

東
ト
協
女
性
部

（
原
ྰ
子
本
部
長
）

は
６
月
６
日
、
東
ト

૯
合
会
館
で
、
ྩ
和

７
年
度「
女
性
ܦ
営

者
物
流
η
ミ
φ
ー
」

を
開
催
し
、
国
際
感

৯
協
会
代
表
ཧ
事
で

ༀ
ࡎ
師
の
Ӊ
多
川
ٱ

に
、
関
東
ブ
ϩ
ッ
ク
ト
ラ
ッ

ク
協
会
女
性
協
ٞ
会
の
活

動
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

女
性
部
会
の
事
業
活
動
を
は

じ
め
、
女
性
の
活
༂
ଅ
進
に

向
け
た
取
り
૊
み
を
進
め
る
。

よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

法
改
正
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
؀
ڥ
変
化
に
し
っ
か
り
と

対
応
で
き
る
よ
う
、
積
ۃ
的

に
ݚ
修
や
৘
ใ
共
有
・
交
׵

の
場
を
ઃ
け
、
会
һ
に
と
っ

て
意
ٛ
の
あ
る
会
と
し
て
の

発
展
を
目
指
す
方
針
。

こ
の
た
め
、
行
੓
や
ଞ
団

体
੨
年
૊
৫
、
道
෎
ݝ
ト
ラ

ッ
ク
協
会
੨
年
૊
৫
と
の
交

活
動
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
ड़

べ
た
。

れ
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
し
、

「
感
છ
঱
な
ど
を
除
け
ば
、

਎
体
の
不
ௐ
は
自
分
自
਎
に

原
Ҽ
が
あ
る
」
と
指
ఠ
。
঱

状
が
出
た
時
は
、
਎
体
が
何

か
を
ૌ
え
て
い
る
サ
イ
ン
で

あ
り
、「
ༀ
だ
け
に
པ
っ
て

し
ま
う
と
、
そ
の
サ
イ
ン
を

見
ಀ
し
て
し
ま
う
」
と
語
っ

た
。ま

た
、風
अ
の
例
を
ڍ
͛
、

「
ༀ
を
ҿ
め
ば
঱
状
は
一
時

的
に
治
ま
る
が
、
そ
れ
は
あ

く
ま
で
対
঱
ྍ
法
に
過
ぎ
な

い
。
ࠜ
本
的
な
解
ܾ
に
は
、

自
分
の
਎
体
と
向
き
合
い
、

日
々
の
生
活
श
׳
を
見
直
す

こ
と
が
ඞ
要
だ
」
と
ड़
べ
、

自
ݾ
໔
Ӹ
力
や
自
然
治
༊
力

を
ߴ
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を

説
い
た
。

ߨ
ԋ
で
は
、
足
ཪ
を
ࢗ
ܹ

し
て
݂
流
を
ଅ
す「
ഴ
ふ
み

Τ
ク
サ
サ
イ
ズ
」を
঺
հ
し
、

ࢀ
加
者
が
50
回
実
ફ
し
た
。

流
や
意
見
交
׵
を
積
ۃ
的

に
行
い
、
知
見
を
ਂ
め
る

と
と
も
に
、
内
外
を
問
わ
ず

強
ݻ
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ߏ
ங
を
図
る
。

「
ݚ
修
事
業
」「
交
流
・
਌

ກ
事
業
」「
市
ຽ
、外
部
機
関
、

ଞ
団
体
と
の
交
流
・
発
信
」

な
ど
、
各
ࢪ
策
を
推
進
す
る

ほ
か
、
各
ҕ
һ
会
を
中
心
に

活
動
を
展
開
す
る
。

な
お
、
役
һ
の
一
部
改
બ

を
行
い
、
ࣙ
೚
お
よ
ͼ
ܽ
һ

に
൐
う
新
た
な
װ
事
の
બ
೚

を
ঝ
ೝ
し
た
。

続
い
て
、
来
ෂ
の
東
京
運

輸
支
局
の
神
ٶ
ल
樹
次
長
、

鎮
目
ོ
༤
෭
会
長
が
ॕ
ࣙ
を

ड़
べ
、
ࠤ
౻
文
平
੨
年
部
本

部
長
が「
࠙
਌
会
を
通
じ
て

三
૊
৫
が
よ
り
一
体
化
し
、

多
く
の
交
流
を
図
っ
て
ほ
し

い
」
と
ड़
べ
、
ס
ഋ
の
発
声

で
、歓
ஊ
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
内
田
ᚙ
子
女
性

部
෭
本
部
長
の
あ
い
さ
つ
で

ด
会
と
な
っ
た
。

ඒ
子
ࢯ
が
、「
ༀ
ࡎ
師
が
伝

え
る
ༀ
に
པ
ら
な
い
݈
߁

法
」を
テ
ー
マ
に
ߨ
ԋ
し
た
。

Ӊ
多
川
ࢯ
は
、
体
ௐ
不
ྑ

の
多
く
は
自
਎
の
生
活
श
׳

や
、
心
਎
の
ό
ラ
ン
ス
の
ཚ

ෂ
が
出
੮
し
た
。

開
催
に
౰
た
り
、
吉
本

商
一
ϩ
ジ
ݚ
本
部
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
૯
会
を
通

じ
て
初
め
て
三
૊
৫
で
の

࠙
਌
会
開
催
と
な
っ
た
。

業
界
を
ྑ
く
し
た
い
ࢤ
の

中
で
、
三
૊
৫
が
一
ॹ
に

「一致団結」
ੜ͖࢒ΓΛ͔͚ͨઓ͍΁

ۀ
ք
ͷ
ม
Խ
ʹ
ద
੾
ͳ
ର
Ԡ

ڧ
ݻ
ͳ
ώ
ỿ
ー
マ
ϯ
ω
ỽ
τ
ϫ
ー
ク
を
ߏ
ங

ༀʹཔΒͳ͍݈߁๏

৽ͨͳަྲྀͷ৔ʹ

ঁ
ੑ
の
׆
༂
ଅ
ਐ
を
ਤ
Δ

東ト協 青年部 ７
年
度
௨
ৗ
総
会

７
年
度
ঁ
ੑ
ܦ
Ӧ
ऀ
෺
ྲྀ
η
ϛ
φ
ー

東
ト
協
ロ
ジ
研

東ト協 女性部

東
ト
協
女
性
部

東
ト
協
ࡾ
૊
৫
߹
ಉ
総
会
࠙
਌
会

̓ ೥ ౓
௨ৗ૯会

̓ ೥ ౓
௨ৗ૯会
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購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

೩
ྉ
څ
༉
͸
౦
ژ
౎
಺
Ͱ

ܰ
༉
引
औ
੫
͸
஍
ํ
੫
Ͱ
͢

５
月
分

ˑελϯυ ฏۉ ��1�4��ԁ
ˑϩʔϦʔ ฏۉ ��1�8�0ԁ
ˑݩചりൃߦΧʔυ�� ฏ ۉ ��1���4ԁ
ˑσΟʔラʔൃߦΧʔυ� ฏ ۉ ��1�4��ԁ
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（
５
月
16
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
鎮
目
隆
雄
部
会
長
）

҆
શ
༌
ૹ
・
࿑
務
問
୊
ର
Ԡ

՝
୊
ղ
ܾ
΁
ݚ
म
会
Λ
։
࠵

ྩ
和
６
年
度
事
業
ใ
告
・

収
支
ܾ
ࢉ
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
ࢉ
に
つ
い
て

৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
η
メ

ン
ト
部
会
と
と
も
に
、
業
界

の
৘
勢
に
ଈ
し
た
ݚ
修
会

や
、
安
全
輸
送
、
࿑
຿
問
題

な
ど
の
ॾ
՝
題
に
取
り
૊
む
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（
６
月
３
日
、
東
ト
総
合
会

館
・
宮
治
豊
部
会
長
）

ߓ
࿷
෺
ྲྀ
ର
ࡦ
Λ
ڧ
͘
ཁ
๬

̘
̤
̣
Ｐ
̖
̨
ੵ
ۃ
׆
༻
΁

ྩ
和
６
年
度
事
業
ใ
告
・

収
支
ܾ
ࢉ
と
、７
年
度
事
業

計
画
・
収
支
予
ࢉ
に
つ
い
て

৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

コ
ン
テ
φ
タ
ー
ミ
φ
ル
・
ό

ン
プ
ー
ル
お
よ
ͼ
प
辺
道
路

の
長
時
間
荷
଴
ち
な
ど
、
東

京
ߓ
に
お
け
る
ॾ
問
題
の
解

ܾ
に
向
け
て
、
行
੓
や
タ
ー

ミ
φ
ル
オ
ペ
Ϩ
ー
タ
ー
な
ど

の
関
܎
機
関
へ
積
ۃ
的
に
ಇ

き
か
け
を
行
い
、
各
種
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
も
巻
き
ࠐ
み
な
が

ら
、
۩
体
的
な
ߓ
࿷
物
流
対

策
を
強
く
ٻ
め
て
い
く
方
針
。

ま
た
、
̘
̤
Ｎ
̥
̖
̨
を

活
用
し
た
予
約
制
事
業
や
見

え
る
化
事
業
、
東
京
ߓ
ϙ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
৘
ใ
प

知
な
ど
、
行
੓
が
実
ࢪ
す
る

取
り
૊
み
に
つ
い
て
積
ۃ
的

に
協
力
し
、
安
全
運
行
へ
の

取
り
૊
み
を
進
め
る
。

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

６
月
1ý
日
、
ྩ
和
７
年
度
通

常
૯
会
に
続
い
て
࠙
਌
会
を

開
催
し
、
会
һ
事
業
者
を
は

じ
め
業
界
関
܎
団
体
、
੓
׭

界
か
ら
多
数
の
来
ෂ
が
出
੮

し
た
。

࠙
਌
会
の
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
ਫ
野
ޭ
会
長
は
、「
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
ό
ー
の
適
切

な
賃
金
の
確
保
と

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

品
࣭
の
向
上
な
ど

を
目
的
と
す
る
、

貨
物
自
動
車
運
送

事
業
法
の
改
正
案

と
そ
れ
を
担
保
す

る
た
め
の
新
た
な

法
཯
案
が
今
国
会

で
可
ܾ
、
成
立
し

た
。
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の
ࡔ
本

ࠀ
ݾ
会
長
が
自
ら

先
頭
に
立
ち
、੓・

׭
・
࿑
・
࢖
を
取

り
ま
と
め
て
ਫ਼
力

的
に
活
動
を
展
開

し
た
݁
Ռ
で
あ

引

越

引

越

引

越

引

越

引

越

引

越

引

越

引

越
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引

越
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引

越

引
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引
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引

越

引

越

引

越

引

越

引

越

引

越

引

越

引

越

（
６
月
９
日
、
東
ト
総
合
会

館
）৽

部
会
௕
ʹ
খ
૔
ࢯ

ೋ
ҕ
һ
会
Λ
ഇ
ࢭ

ྩ
和
６
年
度
事
業
ใ
告
・

収
支
ܾ
ࢉ
と
、７
年
度
事
業

খ૔ࢯ

࠙
਌
会
で
は
来

ෂ
を
代
表
し
て
、

ま
ず
東
京
都
の
小

஑
ඦ
合
子
知
事
が

登
ஃ
。小
஑
ࢯ
は
、

「
中
東
地
Ҭ
で
の

ۓ
ு
な
ど
৘
勢
の

変
化
は
、
日
本
国
内
の
೩
料

අ
や
ܦ
ࡁ
全
体
に
も
影
響
を

ٴ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
日

７
年
度
通
常
૯

会
で
は
ٞ
事
ऴ
ྃ

後
、
関
܎
行
੓
の

来
ෂ
各
ࢯ
が
ॕ
ࣙ

を
ड़
べ
た
。

ま
ず
、
関
東
運

輸
局
の
౻
田
礼

子
局
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
先
日
の
日
本
郵
便
の
点

呼
の
未
実
ࢪ
や
不
実
記
載
に

お
け
る
事
業
許
可
取
り
消
し

に
つ
い
て
、「
安
全
管
ཧ
の

要
で
あ
る
点
呼
業
຿
が
適
正

に
実
ࢪ
さ
れ
ず
、
事
業
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
輸
送

本
ܦ
ࡁ
の
先
行
き
が
不
ಁ
明

で
、
金
ར
動
向
に
加
え
て
さ

ら
な
る
೩
料
අ
の
ߴ
ಅ
が
予

ଌ
さ
れ
、
こ
れ
は
都
ຽ
の
生

活
に
も
直
݁
す
る
重
要
な
՝

題
だ
」と
懸
念
を
示
し
た
。

؀
ڥ
問
題
、
୤
୸
ૉ
化
へ

の
対
応
は
、
も
は
や
଴
っ
た

な
し
の
状
گ
で
、「
２
０
５

０
年
θ
ϩ
Τ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
東

の
ࠜ
װ
を
༳
る
が
す
も
の
で

あ
り
ۃ、
め
て
Ҩ
״
」と
し
、

今
回
の
݅
を
ଞ
山
の
ੴ
と
し

て
、
点
呼
業
຿
の
確
実
な
実

ࢪ
、ҿ
酒
運
転
の
ࠜ
ઈ
な
ど
、

改
め
て
૯
点
ݕ
を
し
て
ほ
し

い
と
呼
ͼ
か
け
た
。

ま
た
、
２
０
２
４
年
問
題

に
つ
い
て
、
現
時
点
で
大
き

な
ࠞ
ཚ
は
な
い
が
、
物
流
の

ޮ
཰
化
な
ど
事
業
者
の
ਚ
力

に
よ
っ
て
、
対
策
が
進
み
、

未
然
に
๷
͛
て
い
る
と
感
ँ

の
意
を
示
し
た
。

続
い
て
、
東
京
都
都
市
੔

京
」
を
掲
͛
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、「
今

後
Ϟ
ビ
リ
テ
ィ
の
変
化
と
そ

れ
を
支
え
る
動
力
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
ٕ
ज़
や
Τ

ネ
ル
Ϊ
ー
ݯ
で

支
え
て
い
く
か

が
大
き
な
՝
題

で
あ
り
、
先
を

見
ਾ
え
た
取
り
૊
み
が
ඞ

要
」と
し
た
。

そ
の
上
で
、「
物
流
は
都

市
のἔ
݂
ӷ
ἕと
も
い
え
る
ଘ

在
。
そ
の
流
れ
を
ઈ
や
す
こ

と
な
く
、
現
場
の
օ
༷
と
力

උ
局
の
山
࡚
ଠ
࿕
次
長
が
登

ஃ
し
、日
ࠒ
か
ら
都
の
産
業・

ܦ
ࡁ
の
発
展
、
さ
ら
に
国
ຽ

生
活
を
支
え
る
物
流
の
原
動

力
と
し
て
、
ਚ
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
ँ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

さ
ら
に
、
東
ト
協
が
都
の

૯
合
๷
災
܇
࿅
に
ຖ
年
ࢀ
加

し
て
い
る
こ
と
に
৮
れ
、
災

֐
時
に
お
け
る
車
両
供
څ
ܖ

約
や
ٹ
援
物
ࢿ
輸
送
に
܎
る

協
定
క
݁
を
ධ
価
し
た
。
そ

の
上
で
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ॆ
実
は
ԁ
׈
な
物
流
の

実
現
に
は
重
要
と
し
、
引
き

続
き
、道
路
੔
උ
を
推
進
し
、

交
通
渋
଺
の
解
消
を
図
る
な

ど
、
物
流
の
ԁ
׈
化
に
向
け

て
積
ۃ
的
に
取
り
૊

ん
で
い
く
と
ड़
べ
た
。

東
京
࿑
ಇ
局
の
෋

田
๬
局
長
は
、
ࡢ
年

４
月
か
ら
ࢪ
行
さ
れ

た
時
間
外
࿑
ಇ
の
上

限
ن
制
と
、
改
正
改

ળ
基
準
告
示
の
適
用

開
࢝
を
受
け
、
荷
ओ

へ
の
ਃ
し
入
れ
や
運

行
計
画
の
見
直
し
な

ど
、
定
着
の
た
め
の

取
り
૊
み
が
進
ん
で

い
る
と
し
た
。

を
合
わ
せ
な
が
ら
、
都
ຽ
の

生
活
を
守
る
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
、
解
ܾ
策
を
共
に

໛
ࡧ
し
て
い
き
た
い
」
と
ड़

べ
、
׭
ຽ
連
ܞ
に
よ
る
՝
題

解
ܾ
へ
の
意
ཉ
を
示
し
た
。

ま
た
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
国
土
交
通
省
物
流
・
自
動

車
局
の
௽
田
ߒ
ٱ
局
長
は
、

改
正
法
と
新
法
の
成
立
に
つ

い
て
、
関
܎
者
に
ँ
意
を
示

ま
た
、
関
運
局
や
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
メ
ン
と
の
連
ܞ

を
強
化
し
、
長
時
間
の
荷
଴

ち
へ
の
改
ળ
な
ど
、
荷
ओ
に

一
ॹ
に
お
ئ
い
に
上
が
る
こ

と
も
考
え
て
お
り
、
今
後
も

取
り
૊
み
を
一
૚
推
進
し
て

い
く
と
し
た
。
さ
ら
に
、
人

手
不
足
に
つ
い
て
、
ハ
ϩ
ー

ワ
ー
ク
を
中
心
と
し
て
ٻ
৬

者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る

と
と
も
に
、
̙
̭
に
よ
る
生

産
性
向
上
な
ど
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
ड़
べ
た
。

こ
の
後
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
ࡔ
本
ࠀ
ݾ
会
長
が

あ
い
さ
つ
。「
現
場
で
׼
ਫ
を

流
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
ド

ラ
イ
ό
ー
た
ち
が
、
ウ

キ
ウ
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
を

感
じ
、
༟
෱
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
、
荷
ओ
と
の
運
賃
交

ব
の
ඞ
要
性
を
ૌ
え
た
。

続
け
て
、「
改
正
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法

と
新
法
の
成
立
に
つ
い

て
、
適
正
原
価
が
ٛ
຿

ن
定
と
し
て
導
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
ඪ
準
的
運

し
た
。

今
回
の
事
業
法
改
正
は
、

平
成
２（
１
９
９
０
）
年
の

ن
制
؇
和
Ҏ
来
の
大
き
な
転

׵
点
で
、
時
代
の
変
化
を
反

ө
し
た
画
期
的
な
も

の
。
ࡢ
年
成
立
し
た

物
流
改
正
法
に
よ
る

荷
ओ
対
策
と
、
今
回

の
事
業
者
側
へ
の
ા
置
が
両

ྠ
と
な
り
、
国
ຽ
生
活
と
ܦ

ࡁ
を
支
え
る
基
൫
に
な
る
と

説
明
。「
今
後
は
ἔ
෹
に
ࠢ
を

入
れ
る
ἕ
ஈ
֊
。
法
཯
の
所

׋
׭
ி
と
し
て
、
こ
の
法
཯

賃
が
あ
り
、
օ
༷
に
ご
ਚ
力

い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
だ
。
ٞ
һ
立
法
に
よ
り
、

国
が
業
界
の
た
め
に
こ
こ
ま

で
し
て
く
れ
た
こ
と
は
な

い
。
適
正
な
運
賃
・
料
金
収

受
に
向
け
て
、
登
る
べ
き
山

は
ߴ
い
が
、
௖
上
を
目
指
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
ͼ

か
け
た
。

り
、
ࡔ
本
会
長
の
実
行
力
と

੓
治
力
に
改
め
て
心
よ
り
ܟ

意
を
表
す
る
」と
ड़
べ
、来
ෂ

と
し
て
出
੮
し
た
ࡔ
本
会
長

に
大
き
な
ഥ
手
が
送
ら
れ
た
。

ま
た
、
２
つ
の
法
཯
案
が

成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、「
新

た
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
時
代

が
࢝
ま
り
、
զ
々
は
ト
ラ
ッ

ク
が
安
全
で
安
心
な
輸
送
手

ஈ
と
し
て
社
会
か
ら
બ
ば
れ

る
よ
う
、初
心
に
立
ち
ฦ
り
、

自
ら
ۗ
を
正
し
て
事
業
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
ٻ
め
ら

れ
る
」と
呼
ͼ
か
け
た
。

さ
ら
に
、「
今
回
の
法
案

可
ܾ
に
よ
り
、
ඪ
準
的
運
賃

は
い
ず
れ『
適
正
原
価
』
と

い
う
法
的
ࠜ
ڌ
の
あ
る
形
に

࠶
ߏ
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ま

で
の
間
、
ඪ
準
的
運
賃
は
、

ド
ラ
イ
ό
ー
の
賃
上
͛
と
事

業
ܧ
続
に
ඞ
要
な
原
ࢿ
を
֫

ಘ
す
る
た
め
に
、
荷
ओ
と
交

ব
す
る
際
の
ۃ
め
て
有
ޮ
な

ツ
ー
ル
と
し
て
、
今
後
も
ଘ

在
し
続
け
る
こ
と
と
な
る
。

東
ト
協
で
は
、
ඪ
準
的
運
賃

の
ಧ
出
ଅ
進
活
動
を
大
々
的

に
展
開
し
、
会
һ
ベ
ー
ス
の

ಧ
出
཰
Ā5・７
ˋ
に
達
し
た
。

こ
の
数
ࣈ
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
ό
ー
の
流
し
た
׼
と
ߴ

い
輸
送
品
࣭
に
見
合
っ
た
運

賃
・
料
金
を
収
受
で
き
る
݈

全
な
取
引
؀
ڥ
を
自
分
た
ち

で
創
り
出
し
、
ܾ
し
て
ト
ラ

ッ
ク
を
ࢭ
め
る
こ
と
な
く
物

流
を
支
え
続
け
る
と
い
う
、

東
ト
協
会
һ
事
業
者
に
よ
る

不
ୀ
転
の
ܾ
意
の
表
れ
だ
」

と
強
ௐ
し
た
。

そ
の
上
で
、「
新
た
な
法

཯
で
定
め
ら
れ
た『
適
正
原

価
』
が
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に

ඞ
要
な
す
べ
て
の
ܦ
අ
を
࿙

れ
な
く
積
ࢉ
し
た
実
行
性
あ

る
も
の
と
な
る
こ
と
を
ئ

計
画
・
収
支
予
ࢉ
に
つ
い
て

৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

૊
৫
体
制
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
ઃ
置
し
て
い
る
運

賃
・
料
金
制
度
ҕ
һ
会
、
事

ނ
๷
ࢭ
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
ҕ

һ
会
を
廃
ࢭ
と
す
る
こ
と
を

ঝ
ೝ
。
役
һ
で
は
な
い
各
ҕ

һ
会
の
ҕ
һ
に
つ
い
て
は
、

役
һ
と
し
て
の
ҕ
һ
ब
೚
を

ଧ
਍
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

消
අ
者
に
信
པ
さ
れ
る
引
ӽ

輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
と

と
も
に
、
コ
ス
ト
に
見
合
っ

方
針
。
そ
れ
ら
に
൐
い
、
意

見
交
׵
な
ど
を
行
い
、
部
会

間
に
お
け
る
問
題
意
ࣝ
の
共

有
を
図
る
ほ
か
、
今
年
度
も

ଞ
の
ઐ
門
部
会
と
݁
束
し
て

各
ࢪ
策
を
推
進
す
る
。

た
適
正
な
運
賃
・
料
金
の
収

受
、
ඪ
準
引
ӽ
運
送
約
׺
の

९
守
、
関
܎
法
ྩ
な
ど
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
प
知
ప
ఈ

に
౒
め
る
。

ま
た
、
೚
期
ຬ
ྃ
に
൐
う

役
һ
改
બ
を
行
い
、
部
会
長

に
小
૔
੓
人
）ࢯ
ࣣ
෱
運
送
）

を
新
೚
。
෭
部
会
長
に
小

田
切
ल
෉
）ࢯ
ト
ー
シ
ョ
ー
）

と
܅
ౡ
ल
幸
）ࢯ
サ
ン
ウ
ỻ

イ
）を
新
೚
し
、
中
ଜ
一
男

ࢯ
を
࠶
೚
し
た
。

う
」と
ड़
べ
た
。

続
い
て
、
৿
本
勝
໵
෭
会

長
の
発
声
に
よ
り
ס
ഋ
し
、

歓
ஊ
と
な
っ
た
。
ด
会
に
౰

た
り
、
原
ྰ
子
෭
会
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
。

の
झ
ࢫ
を
実
現
す
る
こ
と
が

行
੓
の
࢖
໋
で
あ
り
、
中
֩

՝
題
と
し
て
取
り
૊
ん
で
い

き
た
い
」と
ܾ
意
を
示
し
た
。

ま
た
、
荷
ओ
対
策
に
つ
い

て
、「
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜

メ
ン
の
֦
ॆ
に
加
え
、
公
正

取
引
ҕ
һ
会
を
中
心
と
し
た

下
੥
法
改
正
に
よ
り
、
ѱ
࣭

荷
ओ
へ
の
ੋ
正
を
強
化
し
て

い
く
」と
し
た
。た
だ
し
、「
ѱ

࣭
荷
ओ
の
ఠ
発
だ
け
で
は
不

े
分
。
荷
ओ
と
運
送
事
業
者

は
今
や
ἔ
同
じ
ધ
に
乗
る
ἕ

ଘ
在
で
あ
り
、
連
ܞ
と
協
ಇ

が
不
可
ܽ
」と
指
ఠ
し
た
。

さ
ら
に
、「
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
が
適
正
で
あ
る
こ
と

が
、
荷
ओ
の
ܧ
続
的
な
協
力

を
ಘ
る
前
ఏ
。こ
れ
に
よ
り
、

業
界
全
体
で
価
֨
転
Շ
と
賃

上
͛
の
流
れ
を
広
͛
た
い
」

と
ड़
べ
た
。

な
お
、
࠙
਌
会
に
は
੓
׭

界
か
ら
多
数
の
来
ෂ
が
出

੮
。
東
京
都
બ
出
の
自
由
ຽ

ओ
ౘ
、公
明
ౘ
な
ど
の
国
会・

都
ٞ
会
ٞ
һ
の
ほ
か
、行
੓・

団
体
・
ا
業
関
܎
者
が
出
੮

し
た
。

ࢯ࡚ࢁ

খ஑஌ࣄ

ࢯా౻

ࢯຊࡔ

௽ాہ௕

෋ాࢯ

標
準
的
運
賃
は
適
正
原
価
に

会
員
の
決
意
が
物
流
支
え
る

24年問題への対応を評価
行政後押しで運賃交渉へ

物
流
は
絶
や
せ
な
い
血
液

国
民
経
済
を
支
え
る
基
盤

૯
ձ
࠙
਌
ձ

東
ト
協

̓
೥
౓

૯ɹ会
来賓あいさつ

࠙਌会
来賓あいさつ
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和７年５月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発

生

件

数

大
型

１当件数 44 15 14 2 0 5 0 0 0 24 104
関与事故件数 44 12 15 2 0 3 0 0 0 58 134
（前年比） ±0 −5 +1 ±0 ±0 −4 ±0 ±0 ±0 +6 −2

中
型

１当件数 29 19 14 4 0 10 3 0 0 13 92
関与事故件数 27 19 15 4 0 10 3 0 0 34 112
（前年比） −2 +2 +3 −1 ±0 +6 +3 −1 −1 −3 +6

準
中
型

１当件数 47 44 22 5 3 6 3 0 0 37 167
関与事故件数 50 39 27 5 3 6 3 0 0 92 225
（前年比） −9 +6 −3 ±0 ±0 −2 ±0 ±0 ±0 +4 −4

普
通
・
軽

１当件数 142 70 77 12 14 26 8 3 1 60 413
関与事故件数 158 67 90 12 14 25 8 2 1 176 553
（前年比） −34 +3 −12 −6 +5 +9 −4 −1 +1 −53 −92

合
計

１当件数 262 148 127 23 17 47 14 3 1 134 776
関与事故件数 279 137 147 23 17 44 14 2 1 360 1,024
（前年比） −45 +6 −11 −7 +5 +9 −1 −2 ±0 −46 −92

死
者
数

大型貨物車（１当） 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当） 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 3

ɹྩ࿨̓೥݄̑
຤ࡏݱͷ౎಺શ

Ҭͷަ௨ൃނࣄੜ݅਺ʢຊ
೥ྦྷܭʣ͸��
���݅Ͱɺલ
೥ಉظൺ���݅ݮগ͠ɺࢮ
ऀ��ਓͰಉ̒ਓݮগͱͳ
ͬͨɻ
ɹӦۀ༻՟෺ंͷؔ༩ࣄ
ʢʮҧ൓ผʯදͷԼஈʮ஫ʯނ
রʣൃࢀ ੜ݅਺ʢຊ೥ྦྷܭʣ
͸�
���݅Ͱɺલ೥ಉظൺ

ਓͰ̒ऀࢮগ͠ɺݮ9�݅
લ೥ͱಉ਺ͱͳͬͨɻ
ɹܕྨނࣄผͰ͸ɺӈࠨ
͕ނࣄޓͷं྆૬࣌ં
���݅Ͱલ೥ಉظൺ̓݅
૿Ճ͠ɺऀࢮ਺͸̌ਓͩ
ͬͨɻ
ɹҧ൓ผͰ͸ɺ̓ શෆ֬
ೝʹΑΔؔ༩݅ނࣄ਺͕
��9݅Ͱɺલ೥ಉظൺ��
গͱͳ͍ͬͯΔɻݮ݅

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�運行中は前方だけでなく、左右、後方を含めた周囲の交通状況にも注
意を払うこと。トラックは死角が多いので、対向車および周囲の交通状
況に特段の注意を払い、安全確認を徹底すること。

日　時 ６月13日（金）　８時53分頃発生（曇天）
場　所 江戸川区内（区道）

当事者 ①事業用大型貨物車（男性50代）̫ ②自転車（女性60代死亡）
順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

江戸川区南小岩

至
鹿
本
通
り

至
柴
又
街
道

概　要
事業用大型貨物車が区道を柴又街道方向から鹿本通り方向
に進行中、後退した際、事業用大型貨物車の後方にいた自転
車と衝突したもの。

問
い
合
わ
せ
先

：
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ
☎
03
―３
３
５
９
―３
６
１
８

※
事
故
速
報
は
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
も
掲
載
し
て
い
ま
す

཮
上
貨
物
運
送
事
業
࿑
ಇ

災
֐
๷
ࢭ
協
会
東
京
都
支

部
会（
会
長
・
ਫ
野
ޭ
東
京

都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
長
）は
６

月
1þ
日
、
東

ト
૯
合
会
館

で
ྩ
和
７
年

度（
ୈ
ý1
回
）

通
常
૯
会

（
代
ٞ
һ
会
）

を
開
催
し
、

６
年
度
事
業

ใ
告
・
収
支

ܾ
ࢉ
と
７
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予

ࢉ
な
ど
を
৹
ٞ
・
ঝ
ೝ

し
た
ほ
か
、
役
һ
・
代

ٞ
һ
の
異
動
に
つ
い
て

ঝ
ೝ
し
た
。

๯
頭
、
ਫ
野
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
、「
東
京
の
཮
運
業

に
お
け
る
࿑
ಇ
災
֐
に
よ
る

来
・
落
下
お
よ
ͼ
荷
役
運
ൖ

機
ց
に
よ
る
災
֐
な
ど
の
๷

ࢭ
ప
ఈ
を
図
る

ᶅ「
交
通
࿑
ಇ
災
֐
๷
ࢭ

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
一
૚
の
प
知
に
౒
め
、
交

通
࿑
災
๷
ࢭ
対
策
を
推
進
す

る
ᶆ
݈
߁
確
保
対
策
と
し

て
、「
過
重
࿑
ಇ
に
よ
る
݈

߁
ো
֐
๷
ࢭ
の
た
め
の
૯
合

対
策
」
に
基
づ
く
時
間
外
・

ٳ
日
࿑
ಇ
の
࡟
ݮ
、
改
正
改

ળ
基
準
告
示
の
प
知
、
適
切

な
݈
߁
管
ཧ
に
関
す
る
ા
置

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会

は
、
ྩ
和
７

年
度
の
安
全

性
༏
ྑ
事
業

所（
̜
マ
ー

ク
事
業
所
）

東
京
運
輸
支

局
長
表
জ
に

つ
い
て
、
表

জ
基
準
を
す
べ
て
ຬ
た
す
事

業
所
の
ਃ
੥
受
付
を
行
い
、

東
運
支
局
に
推
ન
し
ま
す

（
対
৅
事
業
者
に
は
案
内
を

送
付
）。

ਃ
੥
書
類
の
ఏ
出
期
限

は
、
�
月
ú1
日
ま
で
。
表
জ

基
準
は
次
の
通
り
。

ᶃ
10
年
Ҏ
上
連
続
し
て
̜

マ
ー
ク
事
業
所
に
ೝ
定

ᶄ
表
জ
日
の
直
前
�
年
間

に
東
運
支
局
管
内
で
、
事
ނ

ใ
告
ن
ଇ
に
ن
定
す
る
ୈ
一

౰
事
者
、
ま
た
は
ୈ
一
౰
事

者
と
推
定
さ
れ
る
事
ނ
を
起

こ
し
て
い
な
い
事
業
所

ᶅ
表
জ
日
の
直
前
１
年
間

に
東
運
支
局
管
内
で
、
監
査

に
基
づ
く
行
੓
処
分
を
受
け

て
い
な
い
事
業
所

ᶆ
交
通
事
ނ
๷
ࢭ
に
関
す

る
定
期
的
な
運
転
者
教
ҭ
が

行
わ
れ
て
い
る
事
業
所

ᶇ
デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録

計
、
ま
た
は
ド
ラ
イ
ブ
Ϩ
コ

ー
μ
ー
の
い
ず
れ
か
を
事
業

所
の
配
置
車
両
の
Ā0
ˋ
Ҏ
上

に
૷
着
し
、
そ
の
ޮ
Ռ
を
運

転
者
教
ҭ
な
ど
に
反
ө
し
て

い
る
事
業
所

ᶈ
̜
マ
ー
ク
ೝ
定
に
よ

り
、
荷
ओ
か
ら
の
ධ
価
も
し

者
数
が
４
人
で
前
年
ൺ
２
人

૿
、
ٳ
業
４
日
Ҏ
上
の
死
ই

者
数
が
１
０
６
８
人
で
同
ú0

人（
２・７
ˋ
ݮ（
と
な
っ
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
で
は
こ

れ
ら
の
状
گ
を
踏
ま
え
、
次

の
事
߲
を
重
点
に
࿑
災
๷
ࢭ

活
動
を
展
開
す
る
。

ᶃ
཮
災
๷
が
策
定
し
た

「
཮
上
貨
物
運
送
事
業
࿑
ಇ

災
֐
๷
ࢭ
計
画
」（
５
～
９
年

度
）を
基
本
に
、
安
全
Ӵ
生

管
ཧ
体
制
の
確
立
、
安
全
Ӵ

生
ਫ
準
の
向
上
と
安
全
Ӵ
生

活
動
の
ޮ
Ռ
的
な
推
進
に
取

り
૊
む

ᶄ
改
正
࿑
ಇ
安
全
Ӵ
生
関

܎
法
ྩ
お
よ
ͼ「
荷
役
作
業

安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
प

知
に
౒
め
、
荷
役
運
ൖ
作
業

に
お
け
る
௢
落
・
転
落
、
は

さ
ま
れ
、
巻
き
ࠐ
ま
れ
、
飛

な
ど
の
推
進
お
よ
ͼ「
ࠊ
௧

予
๷
対
策
指
針
」
の
प
知
を

図
るᶇ

法
ྩ
に
基
づ
く
ٕ
能
ߨ

श
の
実
ࢪ
に
よ
る
ࢿ
֨
の
取

ಘ
ଅ
進
、
各
種
安
全
Ӵ
生
教

ҭ
の
実
ࢪ
、
そ
の
受
ߨ
ଅ
進

を
図
る

૯
会
に
は
、
来
ෂ
と
し
て

東
京
࿑
ಇ
局
࿑
ಇ
基
準
部
の

三
Ӝ
ྰ
安
全
՝
長
と
、
東
京

運
輸
支
局
の
৫
田
ཅ
一
支
局

長
が
出
੮
し
、
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ

た
。

「
運
転
記
録
ূ
明
書
」
を
取

り
د
せ
、
事
ނ
お
よ
ͼ
違
反

実
態
を
೺
Ѳ
し
、
ݸ
別
指
導

に
活
用
し
て
い
る
事
業
所

ৄ
細
は
、
東
ト
協
ϗ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র（
ਃ
੥
書
類

༷
式
の
μ
ウ
ン
ϩ
ー
ド
が
可

能
）。˜ਃ

੥
・
問
い
合
わ
せ
先

ử
東
ト
協
適
正
化
事
業
部

（
ὸ
0ú
・
３
３
５
９
・
４
１

３
８
）

死
ই
者
数
は
ݮ
少
܏
向
に
あ

る
が
、
ґ
然
と
し
て
死
๢
災

֐
の
う
ち
交
通
事
ނ
の
占
め

る
割
合
が
ߴ
く
、
死
ই
災
֐

で
は
荷
役
作
業
時
の
災
֐
が

約
７
割
を
占
め
て
い
る
」
と

し
、「
こ
の
た
め
、荷
役
作
業

安
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
प
知

ప
ఈ
を
図
り
、
安
全
Ӵ
生
教

ҭ
の
実
ࢪ
に
よ
り
࿑
災
๷
ࢭ

に
向
け
て
取
り
૊
ん
で
い

る
。
な
お
一
૚
の
ご
ਚ
力
を

お
ئ
い
す
る
」
と
ड़
べ
た
。

ٞ
長
બ
出
後
、
各
ٞ
案
を
৹

ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

６
年
中
に
発
生
し
た
東
京

都
に
お
け
る
཮
上
貨
物
運
送

事
業
の
࿑
ಇ
災
֐
は
、
死
๢

く
は
安
定
的
な
ܦ

営
を
確
保
し
た
事

業
所
、
ま
た
は
社

内
で
定
期
的
に

݈
߁
֬
อ
対
策
を
ਪ
ਐ

７
݄
úø
೔
·
Ͱ

౦
τ
ڠ

ड

෇対
৅
事
ۀ
ॴ
͸
ਃ
੥
を

཮ࡂ๷ ౦ژ౎ࢧ෦会

̜ϚʔΫۀࣄॴ
౦運ہࢧ௕දজ

̓
೥
౓

荷
役
作
業
の
労
災
防
止
の
徹
底
を

̓ ೥ ౓
௨ৗ૯会
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˔
ӡ
ߦ
؅
ཧ
ऀ
ࢼ
ݧ
η
ϯ

λ
ồ
、
ྩ
和
７
年
度
ୈ
１
回

運
行
管
ཧ
者
ࢼ
験（
̘
̗
̩

ࢼ
験
、
貨
物
）の
実
ࢪ
日
程

な
ど
を
公
示
す
る
。
ࢼ
験
日

程
は
８
月
２
～
ú1
日
ま
で
。

受
験
ਃ
੥
を
６
月
９
日
～
７

月
９
日
ま
で
受
け
付
け
る

（
７
日
）

˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
ɾ
ܦ
ࡁ
࢈

ۀ
ল
ɾ
೶
ྛ
ਫ
࢈
ল
、
２
０

３
０
年
度
に
向
け
た
૯
合
物

流
ࢪ
策
大
ߝ
に
関
す
る
ݕ
౼

会
を
開
催
す
る
。
現
行（
２

０
２
１
～
２
０
２
５
年
）の

後
ܧ
と
な
る
次
期
大
ߝ
の
策

定
に
向
け
て
ݕ
౼
を
は
じ
め

る
。
国
交
省
・
ܦ
産
省
・
೶

ਫ
省
の
関
܎
者
に
加
え
、
業

界
団
体
や
有
ࣝ
者
、
物
流
事

業
者
、
荷
ओ
ا
業
な
ど
が
ࢀ

加
し
、
ް
生
࿑
ಇ
省
、
؀
ڥ

省
、
消
අ
者
ி
、
公
正
取
引

ҕ
һ
会
な
ど
も
オ
ブ
β
ー
ό

ー
と
し
て
出
੮
す
る（
８
日
）

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ

ঁ
ੑ
෦
、
女
性
活
༂
ଅ
進
に

つ
い
て
、
東
京
都
産
業
࿑
ಇ

局
と
の
意
見
交
׵
会
を
行

う
。
都
は
、
৚
例
制
定
を
含

め
た
女
性
活
༂
ଅ
進
の
基
本

的
考
え
方
や
実
行
性
の
確
保

な
ど
に
つ
い
て
、業
界
団
体
、

教
ҭ
機
関
な
ど
と
の
意
見
交

׵
会
を
行
っ
て
い
る（
15
日
）

˔
ࢀ
ٞ
Ӄ
ຊ
ձ
ٞ
、
下
੥

代
金
支
෷
஗
Ԇ
౳
๷
ࢭ
法

（
下
੥
法
）
ٴ
ͼ
下
੥
中
小

ا
業
振
興
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
཯
案
を
ࢍ
成
多
数
で

可
ܾ
・
成
立
す
る
。
ࢪ
行
は

ྩ
和
８
年
１
月
１
日（
1ý
日
）

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ

ͱ
౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ
、
物
流
改

正
法
౳
に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
す
る
。
４
月
１
日
か
ら

一
部
ࢪ
行
さ
れ
た
物
流
改
正

法
に
つ
い
て
、
新
た
な
ن
制

的
ા
置
の
۩
体
的
な
内
容
な

ど
を
関
東
運
輸
局
お
よ
ͼ
東

運
支
局
の
担
౰
者
が
説
明
す

る（
1Ā
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
ୈ
4ý
回
ド
ラ

イ
ό
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
実

科
ڝ
ٕ
を
開
催
す
る
。
学
科

ڝ
ٕ
の
݁
Ռ
上
位
úý
人
が
出

場
し
、
プ
ϩ
ド
ラ
イ
ό
ー
と

し
て
の
運
転
ٕ
ज़
な
ど
を
ڝ

う（
25
日
）

˔
ट
౎
ߴ
଎
ಓ
࿏
、
̚
̩

̘
ઐ
用
入
ޱ
の
֦
大
に
向
け

た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に

൐
い
、５
か
所
の
入
ޱ
を
７

月
５
日
ま
で
通
行
ࢭ
め
と
す

る
。
今
回
の
工
事
に
続
き
、

ྩ
和
８
年
３
月
ま
で
、
ॱ
次

工
事
に
൐
う
料
金
所
を
通
行

ࢭ
め
と
す
る（
25
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
ྩ
和
７
年
度

ୈ
１
回
ཧ
事
会
を
開
催
す

る
。
６
年
度
事
業
ใ
告
・
収

支
ܾ
）ࢉ
案
）や
公
ӹ
目
的

支
出
計
画
実
ࢪ
ใ
告
書（
案
）

な
ど
の
૯
会
ఏ
出
ٞ
案
を
৹

ٞ
・
ঝ
ೝ
す
る
。
ਫ
野
ޭ
会

長
は
ཧ
事
会
あ
い
さ
つ
で
、

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
の

改
正
に
つ
い
て
、
一
部
ใ
道

で
適
正
原
価
の
導
入
に
よ
り

ඪ
準
的
運
賃
が
廃
ࢭ
さ
れ
る

こ
と
へ
の
見
解
を
示
し
、
ඪ

準
的
運
賃
は
少
な
く
と
も
３

年
は
い
き
る
と
し
て
、
荷
ओ

と
の
運
賃
交
ব
の
実
ࢪ
を
改

め
て
呼
ͼ
か
け
る（
2Ā
日
）

東
ト
協
は
６
月

５
日
、
東
ト
૯
合

会
館
で
、
東
京
ߴ

଎
道
路
交
通
安
全

協
ٞ
会
と
の
共
催

に
よ
り
、
ྩ
和
７

年
度「
安
全
運
転

ݚ
修
会
」
を
開
催

し
た
。
同
日
は
ޕ
前
・
ޕ
後

の
２
回
開
催
し
、
合
わ
せ
て

5þ
人
が
ࢀ
加
し
た
。

同
日
ޕ
後
の
ݚ
修
会
で

は
、
ܯ
視
ி
ߴ
଎
道
路
交
通

ܯ
࡯
ୂ
計
画
）܎
取
క
担
౰
）

ओ
೚
の
平
ౢ
෢
߂
ܯ
部
ิ
が

「
ߴ
଎
道
路
の
交
通
事
ނ
๷

ࢭ
な
ど
」と
題
し
て
ߨ
ԋ
。

管
׋
す
る
ߴ
଎
道
路
に
お

け
る
６
年
中
の
交
通
事
ނ
死

者
数
は
前
年
ൺ
で
も
૿
加
。

事
ނ
事
例
か
ら
原
Ҽ
と
対
策

に
つ
い
て
解
説
し
た
。
ド
ラ

イ
ブ
Ϩ
コ
ー
μ
ー
な
ど
の

ө
像
を
ࢀ
考
に
、
ߴ
଎
道
路

で
発
生
す
る
ケ
ー
ス
を
঺
հ

し
、
事
ނ
や
ނ
ো
車
に
よ
る

଺
ཹ
に
注
意
す
る
よ
う
呼
ͼ

か
け
た
。

引
き
続
き
、
東
ト
協
適
正

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
大
田
支
部（
谷

ޱ
ᚸ
二
支
部
長
）と

品
川
支
部（
ੴ
川
߁

࢘
支
部
長
）は
６
月

1ÿ
日
、
大
田
区
産
業

プ
ラ
β（
̥
̸
̤
）

で
、「『
̚
㏯ラ
ー
ニ

ン
グ（
̚
̡
）に
よ

る
ド
ラ
イ
ό
ー
教

ҭ
』
説
明
会
」
を
開

催
し
た
。

開
催
に
౰
た
り
、

谷
ޱ
大
田
支
部
長
が
あ
い
さ

つ
し
、「
運
転
者
指
導
・
教

ҭ
は
対
໘
式
で
の
実
ࢪ
が
๬

ま
し
い
が
、
࿑
ಇ
時
間
࡟
ݮ

の
た
め
̚
̡
に
よ
る
指
導
・

教
ҭ
を
活
用
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
度
よ

り
本
部
で
̚
̡
へ
の
助
成
が

࢝
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
活
用

東
ト
協
は
６
月

1Ā・20
日
の
２
日
間
、

東
ト
૯
合
会
館
で
ྩ

和
７
年
度「
̜
マ
ー

ク
事
前
૬
ஊ
会
」
を

開
催
し
た
。

関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会
੨
年

部
会
は
６
月
1ú
日
、
東
ト
૯

合
会
館
で
、ྩ
和
７
年
度（
ୈ

úú
期
）
૯
会
を
開
催
し
、
６

年
度
事
業
ใ
告
・
収
支
ܾ
ࢉ

と
７
年
度
事
業
計
画
・
収
支

予
ࢉ
を
৹
ٞ
・
ঝ
ೝ
し
た
。

今
年
度
役
һ
の
બ
೚
で

は
、
２
期
目
と
な
る
会
長
に

出
ౡ
߁
༎
）ࢯ
東
京
都
ト
ラ

ッ
ク
協
会
੨
年
部
෭
本
部

長
）を
બ
೚
。
෭
会
長
に
ࠤ

౻
文
平
）ࢯ
東
ト
協
੨
年
部

本
部
長
）を
は
じ
め
各
ࢯ
を

બ
೚
し
た
。

出
ౡ
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
ब
೚
か
ら
、օ
༷
の
協

力
に
よ
り
学
ͼ
と
交
流
に
つ

な
が
る
１
年
間
で
、
１
人
ͻ

と
り
が
業
界
に
つ
い
て
考
え

に
配
信
さ

れ
る
教
ҭ

実
ࢪ
記
録

฽
を
管
ཧ
者
が
ݕ
ҹ
し
、
౰

֘
ド
ラ
イ
ό
ー
の
運
転
者
台

ா
に
受
ߨ
年
月
日
を
記
載
し

て
、３
年
間
保
ଘ
す
る
こ
と

に
な
る
。
受
ߨ
අ
用
は
、
東

ト
協
が
ෛ
担
す
る
。

受
ߨ
は
、
東
ト
協
ϗ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
行
い
、２
日
間・

３
日
間
コ
ー
ス
と
も
、
ຖ
ि

実
ࢪ
し
て
お
り
、
ر
๬
日
の

１
ि
間
前
の
月
༵
日
ま
で
に

ਃ
し
ࠐ
み
を
す
る
。
ਃ
し
ࠐ

み
に
ඞ
要
な「
会
һ
番
号
」

は
各
支
部
で
確
ೝ
で
き
る
。

な
お
、３
日
間
コ
ー
ス
受

ߨ
者
は
、
無
料
で
テ
ー
ル
ή

ー
ト
リ
フ
タ
ー
特
別
教
ҭ
の

学
科
ݚ
修
の
追
加
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

̚
̡
形
式
の
運
転
者
教
ҭ

は
、
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す
る

場
合
の
心
ߏ
え
を
は
じ
め
、

12
߲
目
の
教
ҭ
指
導
を
、
動

画
視
ௌ
で
実
ࢪ
す
る
も
の
。

社
内
の
ド
ラ
イ
ό
ー
を
集

め
る
対
໘
形
式
で
の
指
導
で

は
、
ド
ラ
イ
ό
ー
全
һ
ࢀ
加

で
の
開
催
が
೉
し
く
回
数
を

ඞ
要
と
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
̚
̡
形
式
で
は
、
ド
ラ

イ
ό
ー
が
଴
機
時
間
な
ど
に

教
ࡐ
を
視
ௌ
す
る
こ
と
で
、

教
ҭ
指
導
が
׬
ྃ
す
る
。
管

ཧ
者
は
、
各
ド
ラ
イ
ό
ー
の

進
௙
状
گ
な
ど
を
確
ೝ
で
き

る
。運

輸
安
全
ҕ
һ
会
で
は
、

運
転
者
教
ҭ
の
実
ࢪ
方
法
の

一
つ
と
し
て
̚
̡
形
式
の
導

入
に
౰
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を

ఏ
供
す
る
事
業
者
へ
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
ࢪ
し
て
、
１
社
を

推
঑
と
し
た
。

集
合
形
式
で
の
運
転
者
ߨ

օ
༷
に
৘
ใ
を
ఏ
供
し
て
い

き
、
よ
り
よ
い
業
界
を
つ
く

っ
て
い
き
た
い
」と
ड़
べ
た
。

７
年
度
事
業
計
画
で
は
、

法
改
正
に
よ
り
९
守
す
べ
き

ル
ー
ル
が
૿
え
る
な
ど
、
社

会
৘
勢
や
取
り
巻
く
؀
ڥ
が

急
଎
に
変
化
し
、
こ
の
変
化

に
ॊ
ೈ
か
つ
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
各
社
が
՝
題
に
真

݋
に
取
り
૊
む
と
と
も
に
、

業
界
全
体
の
՝
題
に
は
一
க

団
݁
し
て
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
੨
年
部
会
が
重
点
取
り

૊
み
事
߲
に
掲
͛
る
、「
適

正
運
賃
の
収
受
」「
̙
̭
の
推

進
」「
災
֐
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ߏ
ங
」
を
積
ۃ
的
に
推

進
し
て
い
く
方
針
だ
。

な
お
、
同
日
は
関
ト
協
の

山
㟒
正
ઐ
຿
ཧ
事
が
来
ෂ
と

し
て
出
੮
し
、
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ

た
。

て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
。
新
た
な
法

改
正
に
よ
り
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

が
し
っ
か
り
し
て

い
る
ا
業
が
今
後

残
っ
て
い
く
こ
と

か
ら
、
関
ト
協
੨

年
部
会
と
し
て
、

श
を
実
ࢪ
し
て
い
る
支
部
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
支
部
ご
と

に
ै
来
通
り
の
実
ࢪ
と
す
る

か
、
新
た
に
̚
̡
形
式
の
運

転
者
教
ҭ
を
推
進
す
る
か
、

実
ࢪ
方
法
な
ど
、
支
部
の
実

状
に
合
わ
せ
そ
れ
ぞ
れ
൑
அ

す
る
。

な
お
、
̚
̡
形
式
の
運
転

者
教
ҭ
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
行
わ
れ
、
ࢀ
加
者
か
ら

の
࣭
ٙ
に
応
౴
し
た
。

ด
会
に
౰
た
り
、
大
௡
හ

一
品
川
෭
支
部
長
が
、「
大

田
・
品
川
支
部
で
は
、
パ
イ

ϩ
ッ
ト
ブ
ϩ
ッ
ク
の
活
動
と

し
て
、
݈
߁
਍
அ
の
実
ࢪ
や

ݚ
修
会
な
ど
の
合
同
で
開
催

を
し
て
い
く
た
め
、
事
業
ܦ

営
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

ड़
べ
た
。

し
て
ほ
し
い
。
ド

ラ
イ
ό
ー
へ
の
指

導
教
ҭ
は
、
८
回

指
導
߲
目
だ
か
ら

実
ࢪ
す
る
の
で
は

な
く
、
事
業
者
と

し
て
輸
送
の
安
全

を
確
保
す
る
た

め
、
確
実
に
実
ࢪ

し
て
ほ
し
い
」
と

ड़
べ
た
。

化
事
業
部
の
川
ޱ
ޛ
部
長
が

「
交
通
事
ނ
の
๷
ࢭ
と
安
全

運
転
の
ϙ
イ
ン
ト
」
と
題
し

て
ߨ
ԋ
。

ト
ラ
ッ
ク
の
特
௃
的
な
事

ނ
と
な
る
交
差
点
で
の
交
通

事
ނ
や
、
早
ே
時
間
ଳ
・
༦

暮
れ
時
か
ら
夜
間
の
事
ނ
の

๷
ࢭ
策
に
つ
い
て
説
明
し
た

ほ
か
、
ة
ݥ
運
転
の
๷
ࢭ
や

運
転
中
の
注
意
点
と
し
て
、

な
が
ら
ス
マ
ϗ
や
死
角
を
つ

く
ら
な
い
よ
う
呼
ͼ
か
け
た
。

な
お
、
ݚ
修
会
受
ߨ
は
、

安
全
性
༏
ྑ
事
業
所（
̜
マ

ー
ク
事
業
所
）
ೝ
定
ਃ
੥
で

加
点
対
৅
と
な
る
も
の
で
、

受
ߨ
者
に
は
修
ྃ
ূ
が
交
付

さ
れ
た
。

説
明
会
で
は
、
業
຿
部
交

通
・
؀
ڥ
̜
の
᛹
川
達
໵
෭

ࢀ
事
が
、
̚
̡
化
と
国
土
交

通
省
の
定
め
る
初
೚
運
転
者

指
導
と
運
転
者
向
け
指
導
・

監
ಜ
指
針
12
߲
目
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

初
೚
運
転
者
特
別
教
ҭ
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
本
部・

多
摩
支
部
で
開
催
し
て
き
た

࠲
学
形
式
の
ݚ
修
で
法
定
要

݅
15
時
間
の
う
ち
、６
時
間

を
実
ࢪ
す
る
も
の
で
、
残
り

９
時
間
の
࠲
学
教
ҭ
と
実
車

を
用
い
た
指
導（
20
時
間
Ҏ

上
の
ఴ
乗
指
導
を
含
む
）の

実
ࢪ
が
ඞ
要
と
な
る
。

今
年
度
か
ら
実
ࢪ
す
る
本

部
の
̚
̡
形
式
の
初
೚
運
転

者
特
別
教
ҭ
は
、
15
時
間
の

࠲
学
教
ҭ
を
ઐ
೚
ߨ
師
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
ࢪ
。
受
ߨ
後

૬
ஊ
会
で
は
、
ਃ
੥
予
定

者
が
自
ೝ
書
や
ڍ
ূ
ࢿ
料
な

ど
ఏ
出
ࢿ
料
を
持
ࢀ
し
、
適

正
化
指
導
һ
が
ݸ
別
に
૬
ஊ

に
対
応
し
、
ア
ド
ό
イ
ス
を

行
っ
た
。

な
お
、
今
年
度「
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
安
全
性
ධ
価

事
業
」
の
ਃ
੥
は
、
７
月
１

日
～
14
日
ま
で（
ඞ
着
、土
・

日
༵
を
除
く
）、
地
方
貨
物

自
動
車
運
送
適
正
化
事
業
実

ࢪ
機
関（
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
）の
૭
ޱ
お
よ
ͼ
郵
送

で
受
け
付
け
る
。

˖݄̑෼˖

ドライバー教育のＥ―ラーニング活用で説明会

関ト協 青年部会

出
島
会
長
を
選
任

法
改
正
対
応
に
情
報
提
供

７
年
度
総
会

東
ト
協

Ｇ
マ
ー
ク
事
前
相
談
会

申請事業者をサポート

交
差
点
・
早
朝
夜
間
に
注
意

事
故
防
止
の
対
策
徹
底
を

東

ト

協

第
２
期
Ｐ
Ｂ

品
川
・
大
田
支
部

東 ト 協
高速安協 安全運転研修会
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ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
の
適
正

化
に
関
し
、
最

近
、
注
目
す
べ

き
出
来
事
が
続

い
た
。
そ
れ
は
単
な
る
偶

然
の
符
号
な
の
か
◆
６
月

４
日
、
不
適
正
事
業
者
の

排
除
を
狙
い
に
、
事
業
許

可
の
更
新
制
を
導
入
す
る

事
業
法
改
正
と
関
連
新
法

が
成
立
し
た
。
あ
わ
せ
て

新
法
制
で
は
、
法
的
拘
束

力
を
持
つ
適
正
収
受
対
策

と
し
て
、
新
た
に
適
正
原

価
を
告
示
し
、
こ
れ
を
下

回
る
運
賃
・
料
金
を
制
限

す
る
◆
新
法
制
成
立
の
翌

５
日
、
日
本
郵
便
の
不
適

切
な
点
呼
問
題
を
監
査
し

て
い
た
国
土
交
通
省
は
、

同
社
に
対
し
て
運
送
事
業

許
可
を
取
り
消
す
処
分
方

針
を
通
知
し
た
。
関
東
運

輸
局
管
内
だ
け
で
も
、
累

積
違
反
点
数
が
許
可
取
り

消
し
処
分
を
下
す
基
準
を

超
え
る
と
い
う
◆
業
界
大

手
の
一
角
を
占
め
る
事
業

者
の
許
可
取
り
消
し
は
異

例
の
事
態
。
公
共
的
な
輸

送
機
関
の
役
割
を
担
っ
て

い
る
だ
け
に
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
。
国
交
大
臣
も
そ

れ
を
考
慮
し
、
協
力
運
送

事
業
者
の
確
保
を
支
援
す

る
考
え
を
示
し
て
い
る
ほ

ど
だ
◆
処
分
後
の
影
響
も

気
に
な
る
が
、
関
心
を
引

く
の
は
新
法
制
成
立
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
た

よ
う
な
国
交
省
の
対
応
。

そ
こ
に
何
ら
か
の
意
図
を

想
像
す
る
の
は
考
え
す
ぎ

か
。
許
可
更
新
制
を
視
野

に
、
適
正
化
推
進
へ
の
強

い
姿
勢
を
感
じ
さ
せ
る
。

し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
集
合
住
宅
を
通
じ

て
住
ま
い
の
歴
史
と
ま

ち
づ
く
り
の
未
来
を
体

感
で
き
る
、
新
し
い
形

の
博
物
館
で
す
。
中
で

も
注
目
は
、
団
地
と
し

て
初
め
て
国
の
登
録
有

形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
ス
タ

ー
ハ
ウ
ス（
塔

状
の
住
棟
）を

含
む
、
４
棟
の

復
元
住
戸
群
で
す
。

戦
後
の
住
宅
不
足
を
背

景
に
誕
生
し
た
団
地
は
、

時
代
と
と
も
に
住
ま
い
の

形
を
変
え
て
き
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
関
東
大
震
災

後
の
住
宅
復
興
の
た
め
に

建
て
ら
れ
た
同
潤
会
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
室
内
を
復
元

し
た
も
の
を
は
じ
め
、
各

時
代
の
住
ま

い
の
変
遷
や

暮
ら
し
の
知

恵
な
ど
が
、

実
際
の
生
活

団
地
が
語
る
、
住
ま
い
の
物
語

ＵＲまちとくらしのミュージアム

ＵＲまちとくらしの
ミュージアム

住所：�北区赤羽台1-4-50
（JR赤羽駅西口より徒歩8分）

開館時間：10:00~17:00
休館日：水・日曜日、祝日、年末年始
入場料：無料（事前予約制）

空
間
を
見
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

通
常
の
見
学
は
無
料
で

す
が
、
１
日
３
回
の
事
前

予
約
制
の
ガ
イ
ド
付
き
ツ

ア
ー
の
み
と
な
り
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

年
に
数
回
開
催
さ
れ
る
特

別
公
開
時
に
は
、
予
約
不

要
で
自
由
に
館
内
を
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
別
公
開
日
の
日
程
は
、

公
式
サ
イ
ト
で
告
知
さ
れ

る
そ
う
で
す
。

北
区
の
赤
羽
台
団
地
内

に
あ
る
Ｕ
Ｒ
ま
ち
と
く
ら

『
視
え
る
人
に
は
見
え
る
展
』

は
、渋
谷
駅
か
ら
少
し
離
れ
た
、

古
い
屋
敷
で
開
か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
心
霊
写
真

を
見
て
、「
こ
れ
、顔
が
写
っ
て

な
い
？
」
な
ど
と
、
友
達
と
怖

が
っ
た
記
憶
は
な
い
で
す
か
。

今
回
の
展
示
は
、
霊
能
者
が
監

修
。
街
中
の
風
景
写
真
が
飾
ら

れ
た
横
の
ア
ク
リ
ル
板
に
は
、

ラ
フ
な
ス
ケ
ッ
チ
で
、
ワ
ン
ピ

ー
ス
姿
の
若
い
女
の
人
が
写
っ

て
い
ま
す
、な
ど
と
あ
り
ま
す
。

で
も
、
そ
れ
が
見
え
な
い
。
少

な
く
と
も
私
に
は
。

何
と
な
く
形
が
と
ら
え
ら

れ
た
ら
、「
ど
う
せ
加
工
画
像

だ
ろ
う
？
」
と
開
き
直

ら
れ
て
も
、「
ど
こ
に
女

の
人
が
い

る
の
？
」

と
心
が
ざ

わ
つ
く
の

と
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
や
、

パ
ー
カ
ー
を
着
た
お
じ
さ
ん
、

夜
の
お
姉
さ
ん
な
ど
、
と
に
か

く
た
く
さ
ん
の
霊
が
写
っ
て
い

る
と
の
こ
と
。
こ
ん
な
に
視
え

て
し
ま
う
霊
能
者
の
方
は
、
さ

ぞ
大
変
で
し
ょ
う
。

昔
ア
パ
ー
ト
を
借
り
た
時
、

キ
ッ
チ
ン
の
一
角
に
何
か
気
配

を
感
じ
、
お
供
え
の
カ
ッ
プ
酒

を
置
い
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

今
回
は
も
し
や
視
え
て
し
ま
う

か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

幸
か
不
幸
か
見
え
ず
。
た
だ
、

１
人
く
ら
い
は
視
た
く
、
自
分

と
近
い
50
代
の
ス
ー
ツ
を
着
た

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
霊
な
ら

恨
ま
れ
な
い
か
と
思
い
、
写
真

を
凝
視
し
ま
し
た
。
で
も
視
え

ず
。
残
念
で
あ
り
つ
つ
、
ど
こ

か
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

最
後
に
お
清
め
の
塩
を
も
ら

い
、早
々
に
体
に
振
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
足
り
な
い
と
感

じ
た
の
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
塩

を
買
い
、
追
加
の
お
清
め
を
し

ま
し
た
。ふ
と
、自
分
も
死
ん
で

し
ま
っ
た
ら
、
視
え
る
人
に
は

見
え
て
し
ま
う
の
か
な
ど
と
、

妄
想
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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あ
な
た
は
視
え
る
人
？

心
ざ
わ
つ
く
風
景
写
真

で
す
。

例
え
ば
、
廃
墟
で
か
く
れ
ん

ぼ
を
し
て
い
る
子
ど
も
が
、
こ

ち
ら
を
向
い
て
い
る
と
い
う
写

真
も
怖
い
の
で
す
が
、
夜
７
時

を
過
ぎ
て
辺
り
が
暗
く
な
っ
た

こ
ろ
、
樹
海
を
テ
ー
マ
に
し
た

庭
で
、
男
性
が
カ
メ
ラ
の
目
の

前
で
怒
っ
て
い
る
と
い
う
写
真

を
見
た
時
、
偶
然
足
元
に
落
ち

て
い
た
梅
の
実
を
踏
み
潰
し
て

し
ま
い
、
声
が
出
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

渋
谷
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
の
写
真
で
は
、
道
を
渡
ろ
う

狂
歌
が
市
井
の
人
々
に
広
ま
り
、

定
着
し
て
い
っ
た
の
は
落
語
な
ど
で

伺
え
る
が
、
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
掛

け
取
り
漫
才
」
や
「
狂
歌
大
家
」
な

ど
で
耳
に
し
た
、「
貧
乏
を
し
て
も

下
谷
の
長
者
町
、
上
野
に
鐘（
金
）の

う
な
る
音
を
聞
く
」
な
ど
の
い
く
つ

か
が
頭
に
浮
か
ぶ
く
ら
い
だ
。
黄

表
紙
を
例
に
す
る
と
、
恋
川
春
町
の

『
金き

ん
き
ん
せ
ん
せ
い

々
先
生
栄え

い
が
の
ゆ
め

花
夢
』
は
、
題
名
か
ら

謡
曲
の
『
邯か

ん
た
ん鄲
』
を
ベ
ー
ス
に
し
て

い
る
と
想
像
で
き
る
程
度
。

こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
、
に
わ
か

に
江
戸
文
芸
に
興
味
を
抱
き
、
手
に

し
た
の
が
ち
く
ま
学
芸
文
庫（
筑
摩

書
房
）の
『
江
戸
の
戯
作
絵
本
』。
解

説
や
注
釈
を
手
掛
か
り
に
、「
べ
ら

ぼ
う
」
な
時
代
を
生
き
た
江
戸
の

人
々
の
生
活
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

隅
に
あ
っ
た
４
つ
の
稲

荷
社
が
合
祀
さ
れ
て
創

建
し
た
も
の
。
１
９
３

４（
昭
和
９
）
年
に
は
、

遊
郭
に
隣
接
す
る
吉
原

弁
財
天
も
合
祀
さ
れ
た
。

ド
ラ
マ
の
案
内
役
・

語
り
部
と
し
て
登
場
す

る
九
郎
助
稲
荷
の
狐

女
の
名
前
を
揚
代
ご
と
に
ラ

ン
ク
付
け
し
て
掲
載
し
、
年

２
回
改
訂
す
る
と
い
う
気
の

入
れ
方
で
、
吉
原
の
冷
や
か

し
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
の

人
気
土
産
と
も
な
っ
た
。
現

在
は
、
跡
地
の
近
く
に
観
光

案
内
や
お
土
産
品
、
グ
ッ
ズ

な
ど
も
販
売
す
る
「
江
戸
新

吉
原
耕
書
堂
」
が
期
間
限
定

（
２
０
２
６
年
１
月
12
日
ま

で
）で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

吉
原
細
見
は
、
店
内
に
も
展

示
さ
れ
て
い
る
。

蔦
屋
重
三
郎
は
天
明
３

（
１
７
８
３
）
年
9
月
に
は
、

通と
お
り
あ
ぶ
ら
ち
ょ
う

油
町（
現
在
の
都
営
地
下

鉄
・
馬
喰
横
山
駅
、
大
伝
馬

町
通
り
付
近
）に
進
出
し
、

黄
表
紙
・
洒し

ゃ
れ落
本
・
狂
歌
本
・

錦
絵
な
ど
を
刊
行
し
て
、
有

力
な
地じ

ほ
ん本（
江
戸
で
出
版
さ

れ
た
双
紙
類
）
問
屋
に
な
っ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ

マ
『
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重

栄
華
乃
夢
噺
～
』
が
後

半
に
入
り
、
江
戸
時
代

後
半
の
江
戸
文
化
を
創

（
神
狐
）も
、
吉
原
神
社
に
祀
ら
れ
て

い
る
。
九
郎
助
稲
荷
は
、
か
つ
て
大

門
か
ら
見
て
左
側
の
奥
隅
に
祀
ら
れ

て
い
た
。
廓
の
鎮
守
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
、
一
番
人
気
が
あ
る
稲
荷
社
で

あ
り
、
祭
礼
時
に
は
「
小
間
も
の
商

人
植
木
屋
な
ど
種
々
の
店
を
出
し
て

賑
や
か
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。

吉
原
稲
荷
の
前
の
道
を
大
門
側
に

進
む
と
、
仲
の
町
通
り
と
直
角
に
交

差
す
る
道
路
が
数
メートル
あ
る
。
そ
の
道

路
が
、
か
つ
て
吉
原
遊
郭
を
囲
っ
て

い
た
鉄お

は
ぐ
ろ
ど
ぶ

漿
溝
の
跡
だ
と
、
神
社
の
人

が
教
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
大
門
の

す
ぐ
そ
ば
の
交
番
の
横
に
あ
る
、
仲

の
町
通
り
と
直
交
す
る
道
も
そ
の
跡

と
い
う
。

江
戸
の
メ
デ
ィ
ア
王
と
な
っ
た

蔦
屋
重
三
郎
は
、
安
永
元（
１
７
７

２
）
年
、
吉
原
大
門
の
手
前
で
書
店

「
耕こ

う
し
ょ
ど
う

書
堂
」
を
開
店
。
そ
の
ヒ
ッ
ト

商
品
が
、
吉
原
の
歩
き
方
な
ど
の
ガ

イ
ド
本
で
あ
る
『
吉
原
細さ

い
け
ん見
』。
序

文
を
著
名
人
が
記
し
、
通
り
の
両
側

に
軒
を
並
べ
る
妓
楼
と
、
そ
こ
の
遊

た
。跡
地
の
説
明
版
を
読
み
な
が
ら
、

こ
こ
横
山
町
問
屋
街
は
、
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
平
成
７（
１
９
９
５
）

年
に
貨
物
自
動
車
と
乗
用
車
と
の
駐

車
時
間
分
離
な
ど
、
駐
車
問
題
の
実

験
を
全
国
で
初
め
て
行
っ
た
場
所
に

隣
接
し
て
い
る
場
所
と
気
付
き
、
急

に
貨
物
輸
配
送
の
駐
車
問
題
に
思
い

が
飛
ん
だ
。

移
転
し
た
蔦
屋
重
三
郎
は
朋ほ

う
せ
い
ど
う

誠
堂

喜き
さ
ん
じ

三
二
、
恋こ

い
か
わ川
春は

る
ま
ち町
、
山
東
京
伝
な

ど
の
戯
作
者
、
天
明
狂
歌
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
し
た
大
田
南な

ん
ぽ畝
、
絵
師
の

勝か
つ
か
わ
し
ゅ
ん
し
ょ
う

川
春
章
、
喜
多
川
歌
麿
、
葛
飾
北

斎
な
ど
、
教
科
書
に
出
て
く
る
よ
う

な
著
名
な
人
々
と
と
も
に
、
江
戸
文

芸
や
浮
世
絵
な
ど
の
作
品
を
次
々
に

刊
行
し
、
い
つ
で
も
出
版
・
販
売
で

き
る
版
元
と
し
て
数
多
く
の
実
績
を

残
し
た
。
教
科
書
に
あ
る
作
品
名
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
さ
て
そ
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
と
自

問
す
る
。「
古
典
」
と
呼
ば
れ
る
作
品

と
は
雰
囲
気
が
異
な
る
た
め
、
少
な

か
ら
ず
驚
か
さ
れ
た
。

１
８
８
１（
明

治
14
）
年
に
吉

原
遊
郭
の
外
側

に
位
置
し
て
い

た
が
、
吉
徳
稲

荷
や
廓
内
の
四

っ
て
き
た
、
教
科
書
で
も
お
な
じ
み

の
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
が
登
場
し
て
き
て

い
る
。
急
に
思
い
立
ち
、
出
版
文
化

の
先
達
の
跡
を
訪
ね
て
み
た
。

ま
ず
は
江
戸
の
一
大
観
光
・
歓
楽

地
で
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
流

行
の
発
信
地
で
も
あ
っ
た
吉
原
へ
。

か
つ
て
の
吉
原
遊
郭
大
門
の
跡
を
抜

け
、
遊
郭
を
左
右
に
分
け
る
旧
メ
イ

ン
通
り（
仲
の
町
表
通
り
）を
直
進

す
る
と
、吉
原
神
社
に
た
ど
り
着
く
。

恋川春町『金々先生栄花夢』は蔦屋重三郎の
ライバルから出版されたが、三版は蔦屋重
三郎から出版。物語は絵の上に書かれてい
る。山東京伝『江

え ど う ま れ う わ き の か ば や き

戸生艶気樺焼』は蔦屋重三
郎出版（ちくま学芸文庫『江戸の戯作絵本①』より）。

江戸耕書堂

神狐

吉
原
神
社

横
山
町
問
屋
街
方
面

大河に惹かれて江戸文学かじり

江戸文芸へにわか挑戦

大物の名前が登場


